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1. はじめに

本稿は、 当館で収録・所蔵する富士講が伝承する行事のビデオ記録資料の概要と、 作業経過

から感じた当館の記録時の問題点や資料化作業について述べるものである。 講は都域3か所の

講をあつかった。 当該資料は、 1986年度よりおこなわれてきた映像音響資料制作の無形資料記

録事業の成果品の一つである。

2. 富士講と記録収録にいたる経過

(1)富士講略史
こ みたけ あしたかやま

成層火山である富士山は小御岳と愛隈山の双子火山のうちの小御岳火山、 およそ6万年前に

小御岳火山のとなりから噴火した古富士火山、 そして、 約1万年前に小御岳・古富士火山の間

＊ 当館学芸員
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友野 千鶴子

での第三の噴火で生じた新富士山の3 つの火山により現在の姿の碁礎が形成された。 その後も

貞観の噴火をはじめとする大きな噴火をくり返し、 人の力では抗しえない火の山として人々を

畏怖させた歴史を持つ。 また、 火の山としての存在に加えて、 江戸から眺望のきく秀麗な姿も

あり、 江戸庶民からとくに信奉される山であった。 霊山として信仰を集める著名な山岳の一つ

である。
このはなさくやひめ せんげんだいぽさつ

山の祭神は木花咲耶姫（浅間大菩薩） であり、 豊作・養蚕の神、 また、 木花咲耶姫の

火中出産の伝説から安産の神とも考えられている。

信仰登山の歴史は古く中世にさかのほ‘

ると考えられているが、 それは修験の道者たちが中心

であった。 富士講が形成され最も大勢の人に支持されたのは江戸期に入ってからである。

富士講の講とは「人の集まり」 という意味である。 富士山を信仰する人の結社をさす。 他の

信仰的講集団同様、 金銭的な元締めである講元、 信仰の精神的指導者である先達、 その他複数

人の世話人など講員から組織され、 月々講員の間で金を積み立て、 くじ引きでその金をもちい

てその年登山する代表者を決める「代参」 が、 講の通常の登山の形であった。 自由に諸国を旅

することが禁じられていた時代には庶民の大きな楽しみの一つでもあり、 江戸からの富士登山

では、 登山後、 江ノ島、 大山などへ参詣し、 宴をはって遊んで帰るパタ ー ンも存在した。 江戸

庶民にとって一度は登ってみたい「お山」であり、「お山」に行かないまでも近所に浅間神社を

勧請したり、 旧暦6月朔日のお山開きの浅間詣でやそれにともなう市などの賑々しい風習も生

写真1 1990年8月22日 撮影友野千鶴子

んだ。 北斎、 広重などの絵師にも好んで画題と

して取り上げられている。

富士講が結社として隆盛を見る前に、 その抱

え持つ教義・教養の基礎を築いた代表的人物は
かくぎょうとうぶつ じきぎょうみろく

角 行藤仏（書行東覚／1541~1646)と食 行身禄

(167 1~1733 ) の2人である。 富士講開祖とい

われる角行は、 数々の富士講文書に特徴的に見

られる異体字や、 現在も信者に伝わるオッタエ
1) 

と呼ばれる呪言を考案し、 御身抜（オミヌキ）

を信者に与え、 富士信仰を教義教養化し庶民に

知らしめた。 また、 いつの時代も新しい宗教は

病や困窮にあえぐ人々の支持をえて発達してい

くが、 角行の施すフセギとよばれる呪いや加持

祈蒻による治病という効験は、 現世利益をもと

める人々によく受け入れられたようである。

食行身禄は「富士講中興の祖」 といわれ、 角

行からおよそ100年後、 56億7千万年後に衆生を

救うために出現するという弥勒菩薩になぞらえ
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富士講のピデオ記録

た「身禄」の名を名乗った行者である。 この身禄が世の「おふりかわり」を願って富士入定（1733

年／享保18)をしたことで、 江戸の富士信仰は爆発的に広まっていく。 身禄の入定行為は、 暗
2) 

い世相のなか、 江戸市民に広がる終末的危機感のなかで生まれた大きな事件であり、 それまで

組織化まではいたっていなかった富士信仰の急速な集団化を促すものとなった。 事実、 身禄の

直弟子の高田藤四郎は1736年 （元文1年）に 「身禄同行」 を組織したといわれ、 これが 「江戸

八百八講」といわれる沢山の講の先駆けとなる。 藤四郎はまた、 富士山のミニチュア＝富士塚・

第1号の高田富士(1779~1964)を築造し、 江戸にいながらにして富士登山の疑似体験を可能

にした。 この後、 江戸を中心に富士塚が盛んにつくられるようになる。

富士講はそれぞれ 「丸藤」 「丸嘉」 「山吉」 などの笠印を持ち、 それぞれ元講と枝講の本部支

部が存在した。 都内に確認される長島泰行筆の富士講曼陀羅（1842)（写真1)には江戸の講印

は109種が示されている。 それぞれに枝講があるわけだから「江戸八百八講」 のフレ ー ズにもう

なずけるものがある。

(2)現代の富士講

現在、 娯楽の多様化や、 その信仰の形の変化、 変容にともない、 一般に信仰の山として富士

山がとらえられることは少なくなりつつある。 交通手段の発達や登山用具の普及にもかかわら

ず、 皮肉にも山に登る富士講は減少していっているのである。 年々講員は高齢化している。 富

士山自体もスバルラインの開通によりたやすく登れる山との感覚もあり、 スポ ーツ登山として

面白味に欠ける面から 「二度登る山ではない」 という山岳家たちの言葉もある。 自然の脅威を

人が克服した時点で、 富士山はもはや信仰の山ではありえなくなったのだろうか。

富士講集団のなかでも経済条件の変化などから講金を集める月掛けが廃止され、 登山直前の

一括集金や信用金庫や旅行会社の利用など、 現代的な対処方法が出現した。 登山は五合目まで

観光バスを仕立てていく形である。 大幅に富士登拝にかける時間が短縮され、 比較的たやすく

登れる山との感覚もあるようである。 富士講と密接な関連を持ち、 登山の際の講の定宿であっ
3) 

た富士北口の御師の活動もこれに応じて変化し、 廃業や講とのつきあいのない御師も出現して

いる。

また、 富士講減少の別の要素として、 かつての 「先達や講元のご近所が講員となった、 顔見

知りの世話人に率いられての富士登山」 という牧歌的な条件が成立しにくい場所が多くなって

いるらしいこともあげられる。

引率旅行という発想では、 旅行会社のパッケ ー ジ旅行などが豊富に存在し、「富士山よりも面

白い場所が沢山ある」 状況である。 実際、 毎年の同行観察の限りでも、 その年参加する講員各

自が旅行会社のツアー と比較しての長所短所の感想をもらしながら旅をしている。 長所として

は、 講の登山が登山開始地点の五合目付近でツアー 客を解散させてしまうに近い登り方をして

いる旅行社式と比して、 世話人が非常に面倒見がよく安全な点、 富士講が登山に金をかけてき

ている結果としての各山小屋の親切さ ー などで、 「ありがたい」 「私は講につれてきてもらわな
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ければ、 一生富士山には登れなかった」 という感想があった。 短所面では「世話人が気がきか

ない」「山小屋の設備が気に入らない」といったものである。 昨夏の登山シ ー ズンの新聞の投書

欄にも「富士山の （日本の）山小屋はトイレや布団が汚＜衛生的でないと思う」 といった意見

が掲載されている。 登山者の感想としてはそのようなものがあるのだろう。 こういった感覚は

人によって異なるものだと感じるが、 さまざまな登山集団を登山中観察してみたところでは、

総体的に「富士登山」 に慣れている講の世話人は、 登山の足手まといになりがちな初山や弱者

を意識し非常に行き届いた配慮をしているし、 私が登山した 6 年の間でも見違えるように山の

宿泊設備は改善されている。 これらの意見は個人の感情や感覚の差異というよりは、 レ ジャ ー

登山の意識が定着している事実と、 講の信仰面よりもレ ジャ 一面でのツアー コンダクタ ー 的機

能がより強く認識されていることからもたらされる不満の表れと考えられよう。

一方引率する側では、「富士山に行く、 登る」ということが積極的な魅力とならない上に、 連

れ歩く側の世話人など役にあたる場合はなおさら厄介な重責といえ、 このような面倒な役の受

け手の滅少の問題も存在する。

講の役員は大勢の講員と対峙できるだけの複数の主観を自己のなかに内在させる必要性があ

り、 判断力や統率力も必要である。 実際、 講の先達などはさまざまな意味で人望がある者が多
8) 

いといい、 宮元講社の現先達も保護士や町内会の役員等、 ある種ポランティア的な役職に複数

ついている。 そのような資質を持っているということや持っための訓練は、 社会生活一般のな

かで当人にとっても有益といえる。 が、 個人主義的発想で見てみると、 一見何の得にもなりそ

うにない煩雑な事柄に自ら身を投じようという人達は少なくなっている。 加えて総じて都内で

は、 居住者の変化要員が大きいという理由もある。

いずれにせよ、「講」という形で富士の信仰を維持するには大変むずかしい状況があり、 記録

収録にいたる大きな要因となったものである。

3. 記録対象と体制に関する事項

(1)対象

江戸を代表するほどの数が存在した信仰的講集団という点と、 その伝承する行事形態が雑多

でバラエティに富むということが特徴ともいえるため、 都内に現存する講をいくつか通年かけ

て追うこととした。 時間をかけて追うことにより何故人が講に集うのかうかがい知ることがで

きると考えた。 しかし、 記録候補としては長年あげられてきた経緯があったが、 館として具体
9) 

的な調査はあまりなされていなかったため、 高田藤四郎の直系である丸藤宮元講社以外の対象

についての検討材料が少なかった。 このため、 富士信仰に関して長く研究を続けている東京都

文化財保護審議会委員・ 平野榮次氏を訪ね協力を依頼、 講の選定や収録に関してのアドバイス

をもらうこととした。
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結果、 地域的バランスとなるべく異なる講派をとらえることにも配慮の上で、 都内に現存す
10) 

る富士講社で89年度時点で比較的活発に活動をしている講を対象にした。

1989年度

①丸藤宮元講社（新宿区）

⑤丸嘉講武州田無組中里講杜（清瀬市）

1990年度

①割菱八行講杜（江戸川区）

①丸藤宮元講社 身禄と高田藤四郎の直系の講杜であり、 高田富士を祀っていた講の一つで

ある。 その歴史自体「江戸の富士講」を代表する。 昭和40年代ころには交通ル ー トの発達もあ

り毎年100名ほどの講員を率いて富士登山をしている。そのころの講の行事や先達に関する記録

は〔岩科 1983〕に詳しい。 毎 月先達宅の宮元講社のゴシンゼン（ご神前） に世話人が集まり、

ォッタ工を唱えるツキオガミ（月拝み） をおこなっている。

⑤丸嘉講社 江戸市外の現在の東京市部（東久留米、 保谷、 田無、 清瀬など） を中心に一大

勢力を持つ講である。 富士登山など大きな行事は田無組全体でおこなう。 なかでも中里講社は

武蔵野部の赤土で形成された地域特徴をよく示す中里富士 (1825築造） を祀っておりこの塚は

都指定有形民俗文化財となっている。 また、 毎年9 月 1 日に中里富士でおこなわれる「火の花

まつり」が都無形民俗文化財に指定されている。 火の花まつりは富士吉田市の「火祭り」が伝

わったという伝承がある。 丸嘉講下里講社も小規模な火の花まつりをおこなっているが、 都下

の富士講でこの規模の火祭りを伝えている講は珍しい。 彼らはまた、 江戸市中の講が「田舎講

社」と呼ぶ地域の講であり、 その差異も見られるかという期待もあった。
12) 

①割菱八行講 記録した講のなかではもっとも新しい講と思われる。 山梨県都留郡が発祥と

いう伝承等あるが都内への伝来の詳細は現時点では不明である。 江戸川区界隈は海路を通じて

富士のボク石（溶岩） を入手しやすい立地もあり、 東京の富士塚のおよそ3分の2が集中して

いる。 活発に富士塚が築造された地域のため 1 講とりあげたいという希望があった。 この講は

下鎌田の豊田神社内に「下鎌田の富士山(19 16築造／区登録有形民俗文化財）」と呼ばれる富士
13) 

塚をを祀っており、 枝講として今井割菱八行講、 新堀割菱八行講がある。 記録時の八行講は講

としての登山をおこなわなくなっており、 3 講合同で3年積立の掛け金で吉田火祭り参詣を実

施し講の周期としている。 また、 正月の近隣へのお札配りやオッタ工を咄えるオヒナミといわ

れる月々のまつりも毎 月ヤドをかえておこなうなど、 他の2講には見られない、 あるいは「と

うの昔にやめてしまった」と述べているような事例を伝承していた。 記録は1989年に通年で3

講の並行記録がむずかしいことと、 月掛けの完了が1990年にあたることから1990年度におこな

った。
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(2)体制

①収録

友野 千鶴子

記録収録の記録の構成については館学芸員がおこない、 収録・編集技術については株式会社

民族文化映像研究所に依頼した。 また、 当初、 同じ富士講についての記録のため館側の担当者

を散らさないほうが望ましい旨意見もあったが、 山開きなどの行事自体が複数講同日に持たれ

るため、 同一担当者が担当しての複数箇所の収録実施はむずかしい状況があった。 このため、

®の丸嘉講社に関しては、 収録前の概要把握と構成作成、 収録技術の仕様に関する事項までを

友野千鶴子がおこない、 収録記録作業開始後の現地での並行調査と収録内容の調整作業は粟屋

朋子を中心に進めた。 ①⑤＠ともに、 収録の正式な協力依頼にあたる調査日、 大がかりな撮影

や記録収録の中心となるような行事に関しては、 粟屋、 友野両名で実見、 調整するようにつと

めた。

①構成／友野千鶴子

製作指導／平野榮次

撮影／澤幡正範（伊藤碩男・小原信之•松村稚廣）

VE·音声／柴崎映子（青原慧水・天田裕之）

登山荷物運搬（照明）／林田鉄也•福井達人

照明／川井田博幸

編集（仮•本）／那須正尚

演出／伊藤碩男

演出助手／李永亮・七海由美子

製作／小泉修吉・姫田忠義

⑤構成／粟屋朋子（友野千鶴子）

製作指導／平野榮次

撮影／小原信之（澤幡正範・伊藤碩男）

VE·音声／青原慧水（柴崎映子・星加浩ニ・天田裕之•福留憲一）

登山荷物運搬／井上裕之

編集（仮•本）／那須正尚

演出／小泉修吉

製作／姫田忠義

⑤構成／友野千鶴子

製作指導／平野榮次

撮影／澤幡正範（小原信之）
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VE·音声／柴崎映子（天田裕之・青原慧水・吉野奈保子）

編集（仮•本）／那須正尚

演出／伊藤碩男
14) 

製作／小泉修吉 ・ 姫田忠義

②編集

編集に関しては収録者と同じスタッフに依頼する形とした。 それぞれ製作、 演出、 編集は上

記と同メンバ ーである。 館での公開視聴のための編集は19 92年度の実施となった。 年月を経て

館の体制変更の影響があり、 ⑤の丸嘉講社に関して粟屋から友野へ担当替えがあった。

編集ではMA等のスタジオのスタッフの他に作品中に強く出現する関与者としてナレ ー タ ー

がいる。 館ではナレ ー タ ー 解説を採用するケ ースが多かった。 収録事例を丁寧に提示し雰囲気

も含めて知ってもらいたいという希望もあったので、 作品の性格を左右するような 目 立ちすぎ

る個性の者は避けたい旨希望した。 記録ものの編集では、 この意味でナレ ー ター は局アナ的な

声や話し方の者が多くなった。 製作側から提示のデモテ ー プを検討し、 中里雅子を採用した。

個々は独立しているのだが、 3講で編集に含める内容を調整した3部作的意味合いがあるので

3作とも同じナレ ー タ ー 使用となった。

(3)記録媒体等

①収録媒体

記録収録については館で採択してきたそれまでの流れを尊重した使用媒体・保管方法をとり、

放送用ビデオ ((3カム） 収録とした。 映像記録としては、 収録素材 ((3カム）、 保管用素材(1イ

ンチ）、 視聴用索材(VHS)の3種を同収録内容について作成し、 その上で仮編集テ ー プを VHS

とベ ー タビデオで作成した（図1）。 これらの素材に共通してアドレスシ ー ト、 仮編集のエディ

ッ トシ ー ト、 収録スタッフ ・ 機材記録も保管した。 収録にもちいた機器は（表1) である。 こ
15) 

の他に割菱八行講に関しては個々の撮影日の業務日誌を収録者からも提出してもらった。

②編集媒体

作品編集の媒体は館で公開時にもちいる機材がLDプレイヤ ーとなることと、 使用時の劣化へ

の耐久度も考慮しLDを成果品とした。 編集の媒体フロ ーは（図2)参照。

4. 記録の経過と内容

ここでは、 記録作業のなかの収録と編集に関して記す。 「記録」というものは文字であれ画像

であれ環境から切りとってくる時点で 一 博物館やある学問分野が共通に切りとりがちな事象が

あるにしても 一 携わった者の視点が存在するはずなので、 収録と編集作業を理念的に切り離し
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図1 収録媒体のフロ 一

友野 千鶴子

保管用 視聴用

汀□
図2 編集媒体のフロ ー

視聴用 粗編集

/—粗編集
］口

表1 おもな収録機材(3講をまとめたもの）

カメラ VTR 土日戸一 その他（仮編集）

IKEGAMI HL -95D SONY BVV-5 SONY ECM 44SF VICTOR 

IKEGAMI HL-79E SONY BVW-35 NATIONAL RAMSA AV-Ml SOS 

SONY BVP-5 WX-2155 BR-7700 

WX-2255 BR-8600 

MKH416T RM-86 

SIGMA SS-403 
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て考えるべきではな い からである。 また、 編集 内容につ いては、 編集に至って感じた点や注意

点等を 中 心に記した。 ただし、 これらのことがらは、 実際それに足りる画像が撮れていない 部

分があるなどの理由 から各作品においてすべてク リ アできて いるとは思わな い。 文章ではなく

原 資料(LD)を必ず参照してもらいたい。 今 回 紙面などの都合もあって編集作品に則した詳細

な書誌事項の用意ができなかったため、 実 際の編集 内容はLDを視聴するほうが理解がたやす

し ヽ 。

(1)収録の経過

1 98 9年度から1 990年度にかけての収録間際から収録に並行して調査・ 収録調整に入って いる。

個々の収録その他の記録作業にかかわる動きは （表 2 )のとおりである。 短絡的に見て収録や

編集と連動しないと考えられがちな調査は実施許可が館側からおりなかった。 収録内容の検証

のためにその後も追跡調査をしているが、 その他の有形資料の調査と並行して補充をおこなっ

たり、 各担 当 者の個人的立場での調査把握となるため 日 程の詳細は不明である。 が、 このこと

からもわかるように、 館の 「記録」 し編集していこうと い う発想は開館が近づくにつれ、「多少

詳しい 教育普及用作 品としての映像媒体のみ」 を優先的に確保すればよしとする傾向が強くな

って いた。 初期段階では、 やり方のよしあしは別としても記録収録した生素材を収蔵しい ろい

ろ利用して いきたいと い う認識があって記録事業が始まって い たので、 方針転換的に補充調査

が打ち切られるのは各収録対象一様に 困 っ た事態だった。 富士講以前に撮った対象のなかには

記録趣 旨の解釈としてかなり実験的に撮られたものや調査が足りないものもあって、 この要請

に応えるには相応の追加収録をせねばならないものも出た。 富士講につい ては多少の目配りを

してい たので追録はおこなわなか っ たが、 時間を経ての追録ができないケ ースも生じたので、
16) 

早期の調整がおこなわれなかったのは残念である。

「多少詳しい 教育普及用作品」 という方法での「編集」 意識はオ ー ソ ド ッ ク スであるが、 反

面、 索材を獲得するとこと足りた感覚に陥り、 素材の 内容を考慮せずにすでに提言されている

定式的なセ オ リ ーに無理矢理あてはめたスト ー リ ーで編集加工する危 険性や、 こと足りた充足

感から検証データ の収集をともすれば軽視しがちな欠点がある。

収録した 当 該年の記録と い うことだけではなく、 富士信仰につい ての文化財教育教材的な期

待に応じるには、 教材で い う正調 ・ 富士信仰のイメ ー ジとどのくらい各講同じなのか違ってい

るのか、 なるべく多く自分なりに見ておかねばと感じた。 もちろん、 異分子である私が同席す

ると講の側では 「ええ格好」 をする意識は働 いている。 それでもカ メ ラが入る時よりも緊張感

は少ない。 「撮影の時はやらなか っ たでし ょ ？ 友野さんにはまだ聞かせてな い から是非やって

ょ 」 との余芸もず い ぶん披露してもらった。 実際、「富士信仰の講」 とい っても集まる人には陸

会の感覚が強く、「若 い 時分は何が面 白かったって、 講に米て猥談を皆でするのが一番楽しか っ

た」 という感想など、 優等生的な宮元講の構成員からも複数聞かれた。 それは楽しい思い出の
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表 2 - 1 丸藤宮 元講社収録 ス ケ ジ ュ ー ル 〔 年 月 日 ／ 内 容／場所〕
* 90年 7 月 か ら は補充収録

89/ 4 / 1 資料調査 新宿歴史博物館 89/ 6 /30 開 山 前夜祭調査 ・ 収録 富士吉 田 市

4 / 5  衣料調査 ・ 借用
江戸川 区 7 / 1  七富士マ イ リ 調査 ・ 収録 都 内郷土資料室

4 / 9  製作指導者打合せ 豊 島 区宣教師館 7 / 4  
オ ッ タ エ唱和 （ 月 拝み ）

早稲 田鶴巻町
収録 ・ 調査

4 /18 資料調査 ・ 返却
江戸川 区 ォ ュ ル シ収録打せ、
郷土資料室 講所蔵査料調査

4 /29 
丸 藤 宮 元 講 社 先 達 調 査 協

早稲 田鶴巻町 7 / 6  資料返却 早稲 田 鶴巻 町力 依頼

5 / 1 製作指導者打合せ 日 本大学医学部 7 /14 水稲荷調査 西早稲 田

5 / 8  収録委託先打 ち 合せ
江戸博 浅沼工務店・

早稲 田鶴巻町（資料収集室） 田 島嘉男宅ヂマ ツ リ 収録礼

5 /10  資料調査
N H K 放 送 ラ イ

7 /17  ラ ッ シ ュ 検討 ・ 打合せ 民映研プ ラ リ

5 / 1 1  丸 藤 宮 元 講 社 先 達収録打
早稲 田鶴巻町 7 /25 板橋区所蔵査料調査 板橋区若葉小合せ

5 /12  製作指導者打合せ ・
日 本大学医学部 7 /26 行衣版木刷調査 ・ 収録 早稲 田鶴巻町指導依頼

5 /15 展示部 門 富 士信仰監修者
江戸博 7 /29 資料調査、 登 山 打合せ 早稲 田鶴巻町調整 （庶民の旅 と 祈 り ）

5 /19 宮元講 月 拝み （大祭） 調査 早稲 田鶴巻町 8 / 2  登 山収録打合せ 民映研

挨拶、 打合せ 岩科小一郎宅 立 ち 拝み調査 ・ 収録 早稲 田鶴巻町

5 /26 製作指導者打合せ 日 本大学医学部 8 / 3  大黒屋 ス ア マ準備
早稲 田鶴巻町

調査 ・ 収録

5 /29 宮元講社
早稲 田 鶴巻町 8/4 ~ 8/6 富士登 山調査 ・ 収録

早稲 田鶴巻町 ～
調査 ・ 収録 日 程調整 富士吉 田 市

6 / 1  先達ム シ ョ ケ 調査 ・ 収録 早稲 田鶴巻町 8 /10 お 礼拝み調査 ・ 収録 早稲 田鶴巻町

6 / 4  月 拝み調査 早稲 田鶴巻町 8 /19  吉 田 火祭 り 収録打合せ 早稲 田 鶴巻 町

6 / 7 、 8 収録協 力 依頼 ・ 調査 富士吉 田 市 8 /22 テ ー プ仮受領 江戸博

6 /11  先達入梅呪 い調査 ・ 収録 早稲 田鶴巻町 8 /23 ラ ッ シ ュ 検討、 吉 田 火祭 り
民映研

打合せ

6 /15  収録協 力 打合せ ・ 事務連絡 新宿歴史博物館 8 /25 女 人天上収録・ 調査、 市教育委
富士吉 田 市

員会、 県吉田林務事務所挨拶

6 /16  宮元講資料調査 早稲 田鶴巻町 胎 内神社奉納資料調査・ 収録 河 口 湖町

事務連絡 ・ 打合せ
民族文化映像研

人穴墓石群調査 富士宮市究所

先達ヂマ ツ リ 準備調査 ・
8 /26 富士宮市6 /26 ナナフジマ イ リ お よ ぴ 開 山 前夜 早稲 田鶴巻町 人穴墓石群収録

祭収録打合せ

6 /28 ヂマ ツ リ 調査・収録 早稲 田鶴巻町 吉 田 火祭 り 調査 ・ 収録 富士吉 田 市
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89/ 8 /26 吉 田 火祭 り 調 査 ・ 収録 富士吉 田 市 90/ 4 /10  仮編試写会打合せ 新宿歴史博物館

8 /27 火祭 り 帰路、 富士吉 田 ～
4 /18  館 内 試写 江戸博

火伏せ調査 ・ 収録 鶴巻町

9 /12 大黒屋協力 御礼 早稲 田鶴巻町 5 / 8  仮編試写会 富士吉 田 市

9 /18 大国屋解説収録、
早稲 田鶴巻町 5 /12  仮編試写会 新宿歴史博物館浅間神社資料調査

9 /27 資料調査 大田区郷土博物館 90/ 7 I 4 宮元講収録挨拶 ・ 打合せ 早稲 田鶴巻町

9 /28 資料調査 早稲 田鶴巻町 7 /15  宮元講収録打合せ 早稲 田鶴巻町

10/20 先達宅資料収録 早稲 田鶴巻町 7 /18 収録打合せ 民映研

11/ 4 収録打合せ、 資料借用 早稲 田鶴巻町 7 /29 講元登 山打合せ、 事務連絡 早稲 田鶴巻町

11/29 江戸川 富士講、
江戸川 区 8 / 1  登 山 収録打合せ 江戸博

割 菱 八行講調査

12/ 5 資料返却、
早稲 田鶴巻町 8 / 2  立 ち拝み調査・

早稲 田鶴巻町
収録打合せ （先達） 登 山 収録挨拶

12/ 9 収録打合せ
早稲 田鶴巻町 8 /4 ~ 6  

富士講 オ ハ チ マ ー リ 早稲 田鶴巻 町 ～
（講元代行／総務） 調査 ・ 収録 富士吉 田 市

12/14 収録打合せ 民映研 8/13 ~ 15 富 士 山 北 口 1 ~ 5合 登 山 道
富士吉 田 市

調査 ・ 収録 （収録 は 14、 15)

12/18 テ ー プ仮受領 江戸博 8 /17  ラ ッ シ ュ 検討 民映研

冬 至 穴 八 幡、 冬 至 拝 み 収録 ・
12/22 調査 成子富士、 東大 久保富

士収録
早稲田鶴巻町 他 8 /22 宮元講写真資料調査 ・ 借用 早稲田鶴巻町

宮元謡神削正月 準備調査・
12/30 収録、 音 羽 富 士 、 江 古 田 富 士

収録
早稲田鶴巻町 他 9 /11  資料返却 早稲 田鶴巻町

90/ 1 /15 正 月 拝み調査 ・ 収録 早稲 田鶴巻町 1 1/30 資料調査 新宿歴史博物館

2 / 3  市教委 ・ 郷土館挨拶 、
富士吉 田 市 12/25 資料調査、 事務連絡 （先達） 早稲 田鶴巻町

節分祭 り 収録 ・ 調査

2/10 中 里富士、 長崎富士、 千駄
都 内 91/ 1 /18  資料調査 （先達） 早稲 田鶴巻町

ヶ 谷富士収録

2 /16 試写会打合せ 新宿歴史博物館

3 / 2  事務連絡 民映研

3 / 7  宮元講謝礼文書処理 早稲 田鶴巻町

3 /22 仮編打合せ 民映研

3 /24 仮編打合せ 民映研

4 / 4  仮編試写会打合せ 早稲 田鶴巻町
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表 2 - 2 割菱八行講収録 ス ケ ジ ュ ー ル

89/1 1/29 江戸川富士講、
江戸川 区 11/ 5 収録打合せ 北区教育委員会割 菱 八行講調査

90/ 4 / 6 収録打合せ ・ 資料調査
江戸川 区

1 1/ 9 ラ ッ シ ュ 検討
江戸博

郷土査料室 （富士講 3 講）

4 / 9  
八行講収録打合せ

先達宅 11/15  今井割 菱 八行講資料調査 今井先達宅
（先達・ 調査）

4 /18 製作指導者打合せ、
江戸東京博物館 11/20 ラ ッ シ ュ 検討

江戸博
協 力 依頼 （富士講 3 講）

4/26 製作指導者打合せ、
江戸博 1 1/22 今井割 菱 八 行講資料収録 今井先達宅

協 力 依頼

5 /13 江戸川 区
新宿歴史博物館 お札つ く り 調査 ・ 収録 先達宅

教育委員会収録事務処理

収録委託先事務連絡
民族文化

1 1/30 資料調査 新宿歴史博物館映像研究所

5 /18  収録打合せ 江戸博 12/ 7 資料調査 板橋区

5 /25 収録委託先事務打合せ 江戸博 12/ 1 1  収録打合せ 北区富士三峯講

5 /26 オ ヒ ナ ミ 祭調査、 収録挨拶 八行講世話人宅 12/12 事務連絡
江戸川 区
郷土資料室

6 / 1  植木市調査 ・ 収録 浅草 12/21 資料調査 国立公文書館

6 /12  ナ ナ セ ン ゲ ン マ ー リ 調査
江戸川 区、

製作指導者資料借用 雄 山 閣浦安市

6 /19 オ ヒ ナ ミ 祭収録打合せ 八行講世話人 宅 12/30 正 月 準備調 査 ・ 収録、 先達宅、
富士塚収録 豊 田神社

6 /20 オ ヒ ナ ミ 祭収録打合せ 民映研 富士塚調査 ・ 収録
江戸川 区、
浦安市

6 /23 資料収録 江戸博 91/ 1 / 4 不動の滝収録 板橋区

オ ヒ ナ ミ 祭調査·
八行講世話人 宅 八行講春祈禰調査 ・ 収録 江戸川 区ォ ッ タ エ収録

6 /30 山 開 き 準備調査 ・ 収録 豊 田 神社 資料収録 江戸博

富士講碑調査 ・ 収録 大 田 区安養寺 1 /21 資料収録 国立公文書館

7 / 1  
ナ ナ セ ン ゲ ン マ ー リ 江戸川 区、

資料収録 北区富士三峯講
調査 ・ 収録 浦安市

7 /22 オ ヒ ナ ミ 祭、 吉 田 火祭 り 打
八行講講元宅 1 /23 富士塚調査 ・ 収録 浦安市

合せ 調査 ・ 収録

8 /17  ラ ッ シ ュ 検討 民映研 2 /12  仮編打合せ 民映研

8/26 、 27 吉 田 火祭 り 参詣調査 ・ 収録
江戸川 区 ～ 2 /19  仮編打合せ 民映研富士吉 田 市

8 /28 収録資料搬 出 館借用倉庫 2 /28 仮編打合せ 江戸博

8 /29 資料収録 江戸博 3 /28 館内試写 江戸博

9 /15  
オ ヒ ナ ミ 祭、

先達宅 4 /23 関係者試写会、
江戸川 区火祭 り 感想調査 ・ 収録 謝礼事務処理

9 /21 資料調査 ・ 収録 富士宮市 5 /27 関係者試写会 富士吉 田 市

10/ 5 収録打合せ
新宿区 ＊ 丸嘉講の ス ケ ジ ュ ー ル は 直接の担当外の た め 、 詳細 は 不
文化セ ン タ ー 明 な の で省略す る 。
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よ う で あ る 。

追跡調査 は 講 の 多 面性 を 知 る 成果 は あ り 、 こ の よ う な 余興 も 撮れれ ば面 白 か っ た と 感 じ た 。

が、 教材要求 自 体 は 、 富 士信仰 と 富士講 の ヴ ィ ジ ュ ア ル な 例示 デー タ が と り に く く な っ て い る

の で有 意義 な こ と と 思 う 。

各講へ の そ の 後の確認調査来 訪 は そ れ ぞ れ ス パ ン が異 な る 。 丸 藤宮元講杜 に つ い て は 決 ま っ

た 日 時 で毎年登 山 な ど を お こ な っ て い る ため調査 ス ケ ジ ュ ー ル を 立 て や す い こ と も あ り 、 1989

年度以 降、 1993年 を の ぞ い て 調査 • あ る い は傍観者 と し て 登 山 に も 随行 、 訪 問 し た 。 記録収録

時 に 時 間 的 に 気づか な か っ た 点 や 、 カ メ ラ の 影響 も あ り 見 ら れ な か っ た 行為 を 把握 す る こ と が

で き 、 結果、 収録行為 に 関 し て の 問 題 点 の 認識や対象 に 関 し て の 総体的 イ メ ー ジ を 構築 す る の
17) 

に 役立 っ た 。

( 2)収録 内 容

予定 では、 各講 に 関して （表 4 ) を 大枠 と し て と ら えるこ と と し 、 その個 々 に つ い て 予め細

項 目 を 立てる方 が望まし い 場合は事前 に 細項目 を 打ち合わせ て 目 安 と した。 収録 日 数 と テ ー プ

の予定は （表 3)の形で設定 し た。 収録日 と テ ー プは天候や対象の都合の変化のため、 調査収

録経過の現実の実数はかわ っ て いる。 内容についても枠組 ・ 細項 目 と も に 予定 内容の追加や変

更 （撮 れ なか っ た／撮 ら なか っ た） が生 じた。 1 年の行事内容についてほぽ順 を 追 っ て編集し

た ビ デオ を 作成した。 これは、 ナレ ー シ ョ ン や文字スーパー等がま っ たく入 っ ていない粗編集

的な も のである。 担当学芸員の 口 頭解説 を 交えなが ら 、 関係者宛 中間報告 を かねた試写会 を 開

催した。

また、 1 990年度の割菱八行講の収録時 に丸嘉講社

については講員の所蔵資料等の補充撮影、 丸藤講に

ついては前年雨天 中止 と なった項上での先達 を 含め

てのオ ハチマ ー リ （お鉢まわ り ） を収録した。 信仰

的講の富士登拝の定式が項上でのオ ハチ （ ＝ 火口）

を め ぐ る行の実行であ り 、 行の認識がなくても登山

者に と っ てオ ハチ マ ー リ は一 種の憧れであ り 到達感

を 満たすものである。 また、 前年病み上が り の先達

は 自 重し講 を 副先達に預けて中 腹までの登山に と ど

ま っ ていた。 その慎重さが 「病人や女子供も率いて
18) 

安全 に上まで連れていくのが富士講の名先達」 と い

う姿 を 証明しているのだが、 この収録素材 を もちい

た教材的な編集要請がある場合には、 先達の引率が

欠ける登山では理解されにくい と 考えたか ら で あ る。
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表 3 収録 日 と テ ー プ

予 定 実施結果

丸藤講 1 9日 : 51本 2 0日 5 7本

＇ 
丸嘉講 15日 : 4 8本 2 0日 54本

＇ 
割菱講 2 0日 : 60本 21日 54本

＊ ピデオ は/3 カ ム 20分テ ー プ
＊ 割菱講の収録 日 の う ち 、 5 日 （丸藤） ．

1 日 （丸嘉） 補足収録分。
＊ 割菱講の 実施本数の う ち 7 本 は 丸藤講、

1 本は丸嘉講の補足収録分。
＊ 丸嘉 講 の 収録経過 は筆者が読 み 取 れ る

メ モ がな い た め、 V T R よ り 。



友野 千鶴子

表 4 収録予定 内 容概略

6 月 7 月 8 月 10月
・ 先達 ムシフウジ 6/1 ・ ナ ナ フ ジ マ イ リ ・ 立 ち 拝み • お 礼拝み 写真交換 • 月 拝4 み

日 の毎 日 の オ ッ ト メ 品 田 藤四郎墓参 講 荷物な ど打合せ、 お札配 り 、 フ セ ギ 講の様子
緑のお じ さ ん 高 田 藤 四 郎 ( 2 代 ） 墓 参 と り ま と め お焚 き 上げ

駒込富士参詣 先達 焚符な ど朝の • 吉 田 火祭 り 参詣 オ ッ タ エ す べ て
千住富士参詣 楔 ぎか ら の準備 祭礼の様子、 焚 き 符、 お 茶

• 北 口 本宮冨士浅間枠 下谷坂本富士参詣 お 焚 き 上 げ （オ ッ タ エ） オ オ タ イ マ ツ 拝み
杜開 山 則夜祭 十条富士参詣 個 々 の呪具 オ キ の 火伏せ ・ 講所蔵資料 — - - - - - - .

先達出立の様子 講 と 各富士塚、 迎 え 立ち拝み独特の拝み方 （道具、 碑）
輩
塁
灯

先達茅の輪 く ぐ り る 講の様子 ・ 23区内 富士塚 — - - - - -
神
び先

事
達
ら

登
き

山 門 お み ち 塚 の 登 り 方、 マ ネ ギ ・
— -

富
-

士
- •

登
- -

山
- - - -

登
- -

り
- -力- - - - - -

山
- -

小
- -

屋
- -

（
-
祝
- -俵- -

等
- -

や
- ― ー

り
・ 館

（江
資戸料期—築- -造- -

）
← - - - - -

先達 御師そ の 他 （列の順） と り 、 祭神、 宿泊、
への挨拶 出発朝の支度 （切 火） 講奉納物 な ど ）

• 土： 登 山 の た めの 御師大国屋、 山 の 名 所、
装 束 替 え ・ 御 師 と の 八 合 目 ご来光、

・ 講 登 山 諸準備 や り と り 火 口 拝み、
議員 の 勧誘 各社参詣 （ お札、 オ ツ オ ハチ マ ー リ 、

タ エ 、 奉納物） 、 下 山 の様子、
旧 登 山 道 胎 内参詣、

下 山
祝

い 、 遊 山 帰路
. 

中
1

里
日

富
・ 講金集め 、 登 山準備 ・ 下山 日 待 ち 9 月 • 東京市域の富士塚 — - -

士お 山 開 き ・ 中 里講資料〈指定〉 ー ー 一

中 里富士 く指定〉 ・ 富士登 山 ・ 塚の 火 の花 ま つ り 準備 ・ 火の 花 ま つ り く指定〉 ・ 月 読み講 — - - - - - - - -
お 山 開 き の講の動 き （丸品講田無組） 講の動 き 一連、 （ オ ッ タ エ の練習）
（草刈 り 、 お神酒宴） 中 里富士参詣 • 吉 田 火祭 り 参詣 タ イ マ ツ ゴゼ ン サ マ
講元 ・ 先達指導挨拶 御 師上 文 司 、 装 束 替 祭札の様子 婦 人会 （物 日 食事） （講元宅床）

え ・ 奉納額資料 ・ 御師 オ オ タ イ マ ツ 拝み 拝み （ オ ッ タ エ ）
• 北 口 本宮冨士浅間神 と のや り と り か たづ け

社開 山 即 夜祭 各杜参詣 会計 （講元）
講の参加の様子 （浅 間 神 社 一 御 師 の
茅の輪 く ぐ り お祓い、 お 札）
神事 山 小屋宿泊の様子
講登 山 門 お み ち び 登 り 方 （夜 行登 山 ）
ら き 火 口 拝み

胃
下 山 の様子、

・ 麦畑 （ タ イ マ ツ 藁） 下山拝み、
帰路の様子、
お 札配 り 、
フ セ ギ

・ 下鎌田富士お 山 開 き ・ 下鎌田 富士 お 山 開 き ・ オ ヒ ナ ミ 祭 8 月

言 講の飾 り つ け 拝み ダ ン ス のヤ ド巡囮
シ メ 作 り 先達神事、 オ ッ タ エ 屋敷の配置 ・ 吉 田 火祭 り 参詣 講 の 動 き 一連

講員がお こ な う 塚修 オ ッ タ エ 唱和すべて 講の満期、 準備打合せ （ オ ヒ ナ ミ ）
理 ヤ ド の 裏 方 の 様 子 ・ 北 口 本宮冨士浅間神社・
下鎌田富士 く登録〉 ・ ナ ナ セ ン ゲ ン マ イ リ 女性 小 御嶽神社参詣 （ お札、 オ ッ タ エ ）
豊 田神社 下鎌田 富士参詣 オ ッ タ エ すべて 御師不在

今井富士参詣 オ ヒ ナ ミ の拝み； ニ包迄 行衣の版押 し
浦
参浦

安
詣安

市

市

堀
猫

江
実

の

の

富
宮

士

士

塚

塚
講
講

元所
プ

蔵

ツ
・ 先

拝

資
達
料

み役
・

割道具
-

•
- -

お
- -

札
-

配
- - -

り
-
、
- -

火
- -

祭
- -

り
- -全-

計
- - 報- -告- -

（
-
オ
- -

ヒ
- -

ナ
- -

ミ
-

）
- -

参詣 1989年分補充 ・

丸
中

嘉里
講
富士葛飾区ヤマ ノ ム ラ 富 ・

登
丸藤

山
講
（ オ

全景 — - - - - -
士塚参詣 ハ チ 、 帰路 ・

富
資料

士参松戸 市小 山浅間神社 遊山） 詣曼荼羅 — - - -
参詣 1 - 5 合 目 旧道、 絵本江戸 土産、
篠 崎 浅 間 神 社 参 詣 ぉ 中 道 江戸 名 所図会 — - - - - -
（餓祭 り ） 富士 山 道知留辺 — - - -
上今井割 菱 八 行講 · 富士講 印 曼陀羅 — - - -
新堀割菱 八行講 と の
つ き あ い 、 マ ネ キ
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1 1 月 1 2 月 1 月 2 月
・ 冬至拝み ・ 正 月 大祭 大祭準備 • 北 口 本宮冨士浅間神

お 焚 き あ げ、 大祭の講の様子 杜豆節ま 分き
祭
への講の参加ォ ッ タ エ 、 （新年会、 お 焚 き 上

冬至の焚 き 符 げ、 オ ッ タ エ 、 大祭 御師宅での休憩
忘年会、 事務連絡 の食） （御師所蔵資料）

先達 1990年の登
- - - - - - - - - - - - - - - - - . 山 日 を 占 う

- - - - - - - - - - - - - - - - - . 

- - - - - - - - - - - - - - - - - . 

- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - ・ • 初 マ イ リ （北 口 本 宮
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - ·  晶士浅間神社）
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - • 御師立ち寄 り の 様子

・ 星生祭活改り 善セ ン タ ー で
初詣

の 講 日 待 ち の様子
お 焚 き あ げ、 拝み （ オ
ッ タ エ ）

・ 春祈蒻準備 ・ 下鎌 田 富士先達正 月 ． 諧 春祈醤 （下鎌 田 、
先達 お札つ く り 墾 今井、 新堀 ）
呪 い ォ ッ タ エ 唱和

お札配布
講のへの ご祝儀
正 月 の富士の床飾り
（不祝儀 を 避 け る ）

- - - - - - - - - - - - - - - - - . 

- - - - - - - - - - - - - - - - - . 

- - - - - - - - - - - - - - - - - . 

- - - - - - - - - - - - - - - - - . 

- - - - - - - - - - - - - - - - - . 
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(3)編集の経過

収録後 2 年が経過した1992年度に記録したテ ー プを一般公開用に編集した。
19)  

編集に関する動きは （表 5 ) 参照。

(4)編集 内 容

なぜ講で毎年山へ向かうのか ？ かつては御師の盛んな勧誘活動などの要因が存在したであ ろ

うが、 現講員の講加入の動機は、 たとえば宮元講では「先達に魅かれた」 「近所」 「叔父さん（親）

が入っていた （＝理屈ではない）」 「山に行きたかった」 等々ある。 「ここには、 気持ちのいい人

が多いから」 という自己の所属する複数のサ ー ク ルの好みの一つとしての意見もある。 参加し

世間話をして気分転換をはかることなどが生活の活力に通じるということは 当 然考えられる。

しかし、 調査観察した限 り では、 信仰的講行事をく り 返しおこなうその理由 を問うても 「そこ

に山があるから」 としかいいようがないものであった。 「ことば」 だけから汲みとれるものでは

ないけれども、 実際、 テレ ビ 局の取材や学生の調査質問に対してそのように答える先達や世話

人の姿をしばしば目にしている。 この返答には調査者に対する皮肉をこめているきらいもある

のだが。 確かに、 行くこと自体、 皆で結束して集まること自体に意味があるとしかいいようが

ない一面がある。

しかし、 「山に登る行」 との認識が多少ある先達 · 世話人と一般の講員では、 富士山での 「お

山」 の気候 「お山」 の姿などを話す （褒め讃 え る） 口 調の丁寧さや感激の表現、 態度に 明らか

に差異あることも事実である。 そのためか、一 慣れの問題や選択の余地もないせいもあるが 一 如

表 5 - 1 「富士信仰 と 富士講」 編集 ス ケ ジ ュ ー ル 〔年月 日 ／ 内 容／場所〕

92/ 3 /22 宮冗講編集打合せ、 早稲 田鶴巻町 8 /10  査料調査 早稲 田鶴巻町挨拶 （先達）
4 / 8  編集打合せ、 事務連絡 新宿歴史博物館 8 /1 1  編集打合せ、

対象宛粗編集 P V
制作指導者打合せ、 粗編集 P V 、 江戸博

4 /29 協力依頼 江戸東京博物館 ナ レ ー シ ョ ン検討

5 /15 宮元講編集協力 依頼、 調査 早稲 田鶴巻町 8 /21 テ ロ ッ プ 民映研ナ レ ー シ ョ ン検討

5 /20 編集打合せ 江戸博 8 /25 テ ロ ッ プ 民映研フ リ ッ プ チ ェ ッ ク

5 /21 編集事務連絡 新宿歴史博物館 8 /27 オ ン ラ イ ン編集 東京T V センタ ー

6 /26 編集打合せ 江戸博 8 /31 MA 束京T V セ ン タ ー

7 /14 粗編集 P V 江戸博 10/23 納 品 チ ェ ッ ク 江戸博

7 /18 B · B 調整確認 た く み映画社 10/29 館 内 試写 江戸博

8 / 2  編集打合せ （先達） 早稲 田鶴巻町 1 1/26 事務連絡、 終了挨拶、
富士吉田市郷土館 他関係者試写会

8 / 4  資料調査、 編集打合せ 早稲田鶴巻町 1 1/29 関係者試写会 新宿博物館~ 8 / 6  ～ 富士吉 田 市 謝礼事務処理
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表 5 - 2 「武蔵野の富 士講」 編集 ス ケ ジ ュ ー ル

92/ 4 /29 製作指導者打合せ 江戸博 8 /25 フ リ ッ プチ ェ ッ ク 民映研

5 / 8  資料調査、 資料借用 東久留米市役所 8 /31 テ ロ ッ プチ ェ ッ ク 東京T V セ ンタ ー

5 /12  資料調査、 資料返却 東久留米市役所 9 I 1 火 の 花 ま つ り 調査 清瀬市 中 里

5 /18  丸嘉講 中 里講社編集挨拶 講元宅 9 / 3  粗編集 P V
江戸博フ リ ッ プチ ェ ッ ク

5 /20 編集打合せ 江戸博 9 / 9  オ ン ラ イ ン編集 東京T V セ ンタ ー

7 /14 編集打合せ 江戸博 9 /10 MA 東京T V セ ンタ ー

7 /27 粗編集 P V 、 謝礼事務処理 民映研 10/23 納 品 チ ェ ッ ク 江戸博

8 / 5  編集打合せ （御師） 富士吉 田 市 10/29 館 内 試写 江戸博

7 /18 B · B 調整確認 た く み映画杜 1 1/26 事務連絡、 終 了 挨拶、 富士吉田市掲土館 他関係者試写会

8 /11  粗編集 P V
江戸博 12/ 5 関係者試写会

清 瀬 市 郷 土 博 物 館ナ レ ー シ ョ ン検討 謝礼事務処理

8 /21 編集打合せ 講元宅

編集打合せ 民映研

表 5 - 3 「江戸 川 区 の 富 士講」 編 集 ス ケ ジ ュ ー ル

92/ 4 /29 編集打合せ 江戸博 12/12 納 品 チ ェ ッ ク 江戸博

8 /24 編集事務連絡
江戸川 区 93/ 1 / 8 館 内 試写 江戸博郷土資料室

8 /31 製作指導者打合せ、 東京 T V セ ンタ ー 1 /20 関係者試写会
江戸川 区協力依頼 謝礼事務処理

9 / 3  八行講編集協力 依頼 先達宅 6 /17 関係者試写会 富士吉 田 市（先達） 元講元宅

9 /17 編集打合せ 江戸博

10/12 粗編集 P V 江戸博

10/23 フ リ ッ プ打合せ 江戸博

1 1/ 5 粗編集 P V
江戸博ナ レ ー シ ョ ン 検討

11/11  編集打合せ 江戸博対象宛粗編集 P V

11/13 オ ン ラ イ ン編集 東京T V セ ンタ ー

11/19 MA 東京T V セ ンタ ー
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何に濡れようが寒かろ うがまずかろ うが不平不満も非常に少ない 。 こ れらは単に 自然への謙虚

な姿、 感激、 感動 と いう言葉で置き換 え られるものかも知れない 。 が、 山での こ の実体験 と 皆

で普段オッタ工を通じて富士山を讃 え たり、 登山に必ず付随する火 口 拝みなどに毎年繰り返 し

て参加するこ と は、 「富士山の神々 し い 印象」を相互に増幅するものである。 講員のなかには身

禄の教理云々を勉強 し講釈する者もある。 が、 それ と は別の次元で「参加するありがたさ」 の

イ メ ー ジを、 と にかく「やる こ と だから」 やってくるなかで構築 していっている部分も大き い

ようである。 収録年に観光的に登山に参加 していた女性が、 毎年の月拝みや登山の参加を 6 年

間 ほど経るうちに、 いっぱ し に「お山」 を皆で登る索晴ら しさ（「おかげさまで登れた」） 、「お

山」 自体の索晴ら しさ（「登れてありがたい 」「神様のようなお山」） を語る姿が見られ、 伝承 と

い うのはかようなものか と 感心 し た こ と がある。 だから、 「お山」 があるので登るのである。

登山をやめた八行講でも山行の経験がな い 者が、 火祭り参詣の際ふも と から見る山の姿の美

し さや伝 え 聞く先代の登山の談話などをまるで 自分が登ったかのように語る。 主語な し に語る

ので本人の体験か と 思う と 違う場合が しば し ばある。 登った側の私 と しては当人が本 当 に登山

した こ と がない と は考 え られな い 話 し ぶりで、 私には こ うはできまい と その度驚ろ かされる。

なるべく身近な疑似体験からありがたい お山のイ メ ー ジ と 講が「やっているこ と 」 をつな ぎあ

わせて、 逆に「集う こ と 」 の意味を説明 してくれる。 遠方からながめるだけでも富士山を崇拝

する講員である。 富士講の存在は富士山の見 え る範囲 〔岩科1983 p.27 8〕 と い われるような富

士山の吸引力のなかに彼らがまだ立脚 しているのは確かである。

し か し現在、 東京から富士山の姿を眺む こ と はむずか しくなり、 わ ざわ ざ富士やすそ野に出

向く機会も減っている。 人が富士の写真やTVなどの映像を見て同様な 印 象を持つ と はにわか

に思 え ないので、 今後どんな形で展開 していくのだろ うか。 「富士は日本一の山」だからそんな

心配は無用かも知れないが興味のある と こ ろ である。

し か し、 行事を と り巻く環境 と 自 己の意識のバ ラ ンス が崩れた時点では「やる こ と だからや

る」 こ と からくる「義務感」 だけで行事をお こ なうケ ー ス が出てくる こ と は、 富士講以外の伝

承 と 比較 しても明らかだろ う。 記録 した各講は、 富士山に対する憧れや富士山を核 と して集う

こ と の楽 しさを感じてい るようだが、 それでも講のある部分については義務的な意識がはたら

く時がある。 こ のため行事にカ メ ラ が入る こ と で、 信仰を汚す云々 ー と い うような大義名分 と
20) 

は異なる部分で彼らの持つ義務感を必要以上に刺激する場合があり申 し訳なく感じる こ と もあ
21) 

った。

以上の状況もあり、 富士信仰や富士講の歴史について一般的にい われている解説を交 え る と

しても、 各講の結束の契機 と なる個別の行事の経過をなるべく丁寧に順を追って視覚的に提示

する こ と から講の意味を考 えてもらう こ と を基本 と した。 また、 3 講 と も離れた場所に位置す

るため、 それだけ と りあげる と 直接富士信仰にかかわらない と 思われがちなそれぞれの地域的

特色を示す発言や景観、 行事食などもなるべく含めるこ と と した。 各 内容を簡単に示 したのが
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（表 6 )である。

また、 ビ デオ に含まれる音資料の点で、 毎 月 集ま っ てオ ッタ 工を皆で唱えている宮元講と割
22) 

菱八行講についてはオ ッタ エ自体が地元での集いの機会をつく っ ているといえるため、 編集作

品中に唱えられた オ ッタ エを長く聞かせる部分を設けた。

●「富士信仰と富士講 ー 丸藤宮元講社」 (4 3分4 7秒）

富士信仰の歴史と講の成立についての解説は、 関係有形資料の映像とともにナレ ーシ ョ ンで

補う形でこの講に中心的に含めて編集した。 教材的に富士信仰の歴史や富士登拝の形式をきち

んと押さえるように努めた。 このため、 とくに オ ハチマ ー リ を含めた富士登山は198 9 • 90年双

方の映像をもちいる形でかなり教材的意図をも っ て編集している。

その他の特徴としては、 現在の先達の井 田 清重はいわゆる信仰面での行登山や富士講の先達

という立場に関して強く意識している人物であるという点に注目した。 食事をあまりとらない

形の行登山や、 無償であるが講員に請われれば守り札を施したりする。 先達自宅で毎月おこな

われる焚き符の焚き上げ行為を含めたオ ッタ エの唱和 （ツキ オ ガミ）など、 江戸幕府がしばし
23) 

ば禁令を発した万能の 「護符」 の発行や「加持祈禰」 に通じる要索もある。 富士講のテ キ スト

的立場の講のためこれらを参考に視聴したいむきも多いと考え、 先達の動きを中心に講行事に

ついて編集した。

● 「武蔵野の富士講 ー 丸嘉講武州 田 無組中里講社」(44分56秒）

大きな講のため先達 ・ 講元 • その他世話人以外の一般の講員の存在が広くある。 ムラ全員が

講員という感覚に近く、 山へ行かなくとも浅間神社のお札はもらうという人が多い。 講と村組

織は別なのだが、 講のまつりの際も微妙に村組などが係わ っ ている。 講の活動は熱心な講元を

中心に事務がおこなわれており、 講組織についてイメ ー ジしやすく機能していた。 なるべく素

直にそれを生かすようにした。 この丸嘉講に関して都が文化財としてとらえているのは中里富

士と火の花まつりである。 富士塚の草刈りや、 正 月 の注連の化粧直し、 義務としての東京都教

育委員会との文化財関係事務など中里富士を中心に講が成立している部分も否めない。 都に関

係する博物館としてその部分は中心的におさえた上で、 その他に講がおこな っ ていることがら

も紹介し、 文化財も講行事のなかの一つとして見てもらうようにした。

●「江戸川 区の富士講 ー 割 菱八行講」(4 3分 30秒）

江戸川 区 内 には ボ ク 石をふんだんにもちいた富士塚がたくさん残 っ ている。 八行講の塚修理

や 7 月 1日の江戸川 区、 浦安市を中心としたナ ナ センゲンマイ リ の機会に各塚を紹介 している。

この講は富士登山はおこなわない。 3年積立で富士吉田市の火祭り参詣をしていることから夏

の行事としてはそれを中心にした。 講の行事は前者 2 講と比しておとなしく淡々としている。
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表 6 編集内容 （ 事例 ・ 資料） 概略

「富士信仰 と 富士講」

・ 富士山遠景全景、 山 の 中腹の様子
・ 東京の富士塚
• 富士塚分布図
・ 購の盛ん な 時分の 登 山 の様子 （昭和写其）

・ 丸藤宮元講の 組織 先達、 講元、 世話人 （ 月 拝 み ）
・ 先達の存在 （マ ジ カ ル な面な ど ） 「焚 き 符」 の 話

ム シ ョ ケ の 呪 い
講員へ の 守 り 施
立ち拝みの護摩 き よ め
行衣の版木刷 り
わ ら じ が け の 登 山

• 富士講の成 り 立 ち ま での歴史
角 行 、 身禄 （各座像、 角 行 図 、 富士山絵図、 人穴、 お
添 え 書 き 等、 身禄墓） 、 高 田 藤四郎 （胎内像、 高 田 富士
写真 • 江戸名 所図会） の流れ
富士講の 弾圧政策 につ い て （禁令）
登 山 の 形 態 の 変 化 に つ い て （女 人天上）

・ 講 の 1 年 の 活 動 （ 山 開 き を始 ま り の 目 安 と し た 1989 ~ 1990 年 ）
6 月 30 日 北 口 本 宮 冨 士浅 間 神社 開 山 前 夜 祭 、 先 達 の 参 加

御師、 山 小屋への奉納 （御師の存在）
7 月 1 日 ナ ナ フ ジ マ イ リ 富 士 塚 を め ぐ る 一 連 の 講 の 動 き

ォ ッ タ エ 、 各塚、 講の も て な し 、 マ ネ ギや大
マ ネ ギ な ど の使 わ れて い る 奉納物の様子、 駒
込神社麦藁蛇 と 使わ れ方

登 山 前の会計 （ 月 掛 けの廃止） 、 世話人旅程の相談

8 月 2 日 立 ち 拝 み （オ ッ タ エ 、 安全祈願、 荷物の き よ
め 、 初登 山者への注意） 、 木花咲耶姫像 ・ 先代
先達山 行 き の準備

8 月 4 日 先達パ ス に切 火 、 バ ス の 旅程、 講の衣裳の 区
別 （今 は手拭い）

登山 御師宅到若 （ カ ケ ネ ン プ ツ 、 お め で と う 、 木
花咲耶姫像 の あ っ か い 、 身支度）
冨士浅間神社参拝 （ マ ネ ギ奉納、 安全祈願、
先代先達像 に手拭い 奉納、 登 山 道起点、 オ ッ
タ エ ）
5 合 目 （パス 旅程、 小御嶽神社休憩、 強 力 ）

歩行登 山 ・ 休憩の様子、 行程途 中 の 山 小屋 と
の や り と り 、 杖の焼 き 印 、 登 り 方
元祖室 （鳥帽子岩 ・ 身禄入定地） の 諸 の 宿泊
休 憩 の 様子

8 月 5 日 ご来光拝み （ オ ッ タ エ ） 火 口 拝み （ オ ッ タ
工 ） 、 オ ハ チ マ ー リ 、 下 山 道 を 使 っ た 下山
下 山 祝 い 酒宴、 御札

8 月 10 B お 礼拝 み オ ッ タ エ
8 月 26 日 富士吉 田 の 火祭 り （ 山 じ ま い ） への参加 （祭

礼 の様子、 講の タ イ マ ツ 拝み）
火伏せ の オ キ拾い

8 月 27 日 オ キ の あ つ か い
2 月 3 日 富士吉 田 市北 口 本宮冨士浅間神社節分祭への

講 の 参 加
（一番 に豆 を ま く 、 世話人の家族が多 く 参加する）

「武蔵野の 富士講」

• 富士 山 遠景全最
・ 中 里富士 （富士塚の形態の特徴、 中里富士の特徴）

・ 講の組織 先達、 講元、 副先達

・ 中 里 講 の 成 り 立 ち
角 行一 身禄一江戸八百八請ー農村部 の 丸 嘉講 の ひ ろ が
り （近江屋嘉右衛門 一善行道 山 ） 、 田 無組の現構成

・ 請 の 1 年の活動 （ 山 開 き を 目 安 と し た 1989 ~ 1990年）
農 閑期 オ ッ タ エ の 月 読み講 (1990年）
1989年 7 月 6 日 平成 1 年記念 丸嘉講の太 々 神楽奉

納 （記念額奉納の手順、 神楽奉納、 諸 の 神楽
奉納の歴史、 御師宅直会）

6 月 30 日 購、 北 口 本宮冨士浅間神社 開 山 前夜祭参加 （神
楽）

7 月 24 日 中 里富士参拝、 ゴゼ ン サ マ の 山 行 き 、 パ ス の
旅程 ・ 登 山 の 変化

登 山 浅間神社参拝、 朱印、
5 合 目 か ら の 歩行登 山 、 山 の登 り 方

鳥居荘宿泊、 休憩の様子
7 月 25 日 夜行登 山 、 ご来光拝み、 火 口 の拝み （ オ ッ タ

工 ） 、 ゴゼ ン サ マヘ賽銭
8 月 26 日 富士吉 田 の 火祭 り （ 山 じ ま い ） への参加 （御

師宿泊、 火祭 り への 奉納、 タ イ マ ツ 見物）
9 月 1 日 火の花 ま つ り の 一連一

ヤ ド での清め か ら 準備 （ ク シ ・ 絵 ド ー ロ ー ・

タ イ マ ツ ・ ヘ イ ソ ク 、 ろ う そ く ）
山への登 山 、 山項拝み （ オ ッ タ エ ） 、 近隣の参
拝の様子、 下 山 、 そ う そ く の御利益）
タ イ マ ツ 拝 み の 所作、 灰の利用
直会、 う ど ん

1 2 月 22 日 星祭 り （御札つ く り 、 星祭 り の拝み ）
12月 30 日 購の塚の飾 り つ け
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「江戸川 区 の 富士講」

・ 富士 山 遠景 （ 旧 江戸川 か ら ）
• 江戸川 区周辺の 富士塚 （今井、 猫実、 中 割 、 堀江、 下鎌田 ）
・ 下鎌田富士 （ ポ ク 石、 富士塚の特徴）

・ 割菱 八 行 講 由 来 （伝承 ＝ 先達談話）
・ 購の組織
・ 講の過去の行事 登 山 古写真

・ 講の 1 年の活動 （ 山 開 き を 目 安 と し て 1990 ~ 1991年）
6 月 23 B オ ヒ ナ ミ 祭 （ヤ ド の 準備 ： 祭具 の 巡 回 、 料理の 用意、

畑 か ら の材料の調達、 祭具 ・ ゴゼ ン サ マ個 々 の 詳細、
楔 ぎ、 オ ヒ ナ ミ の 装束 ・ 着方、 オ ッ タ エ 、 直会、 ナ ナ
セ ン ゲ ン マ イ リ の打合せ）

7 月 1 日 山 開 き と ナ ナ セ ン ゲ ン マ イ リ の 一連
（塚の 山 開 き 準備、 土地の季節の供 え 物、 オ ッ タ エ、 塚
の 参 り 方、 他の講 と の つ き あ い 、 マ ネ キ 、 篠崎浅間神
社峨祭 り 、 屋敷内 の 新 し い 富士塚）

8 月 26 日 富士吉 田 の 火 祭 り 参詣 （講掛 け金の 一巡、 講 の 格好 ＝
現代の ツ ア ー と 同 じ 、 バス の 旅程、 北 口 本宮冨士浅間
神社参拝 • お札、 小御嶽神社参拝、 タ イ マ ツ 見物 の 先
達 の 引 率、 オ キ 拾 い ）

8 月 27 日 オ キ の処置
次の 月 が け ・ 手拭 い と マ ネ キ の相 談

1 1 月 22 日 先達お札作 り
1 月 4 日 講 の 春祈祗 （ 装束、 祈禰の オ ッ タ エ 、 お札の配付、 集

金、 世話人の正 月 の 床、 祈繭者の も て な し ）
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24) 

が、 この講の火祭りのみ参詣とい う 講の一巡の仕方は現在の多くの富士講の姿である。

5 . 問題点 と 課題

富士講の撮影は、 当館にとって初めての東京都以外の場所の登山行為などを含めた地域、 期

間ともに大規模な撮影であった。 1989年度は予算的に館の収録対象の数が非常に増加した年で

もあり、 それまでの文化財保護行政宛連絡事務の視点が欠如していた点などを整備する作業を

おこないながらの初仕事とい う だけでもまごついた記憶がある。 都生活文化局などが文化財の

事務連絡に不慣れだった ため、 私 た ち の側で様式の説明や理解を う るまで非常に時間がかかっ

たのである。 現時点でも正確に理解されているとは思えない部分が多く残念であるが、 それ以

外の点で大きな問題点と感じた点について考える。 あらためて記すまでもない当たり前のこと

で当館だけで実行していないものもあるし、 このよ う な作業をおこな う 博物館全体に共通 の部

分も含まれている。

( 1 )撮影形式の選択 に つ い て

撮影の形には下記3 つがある。

①現地調査後の撮影

②調査並行の撮影

③メ モ 撮影（まず撮影する）

どれを選択するかは基本的には各自の自 由である。 富士講他1993年まで館が採用してきた 方

法は②が主流であった。 記録の緊急性とい う 点でこの形式は有効なのだが、 撮影規模を大きく

とらざるをえない対象をあっか う 場合や予算規模が大きい場合には当然①の形式か、 もしくは

館側の現場担当者を増やすことが望ましい。 後者に関してはその中での中心担当の検討を要す

るものだが、 とくに富士講の富士登山においては後者の措置が必要であった。

い う までもなく、 現地での学芸員の仕事は、 収録スタ ッ フ 、 収録対象、 その他の現場同席者

（教育委員会事務担当者、 その他放送局や調査者などギ ャ ラ リ ー ） の調査 ・ 観察、 調整、 指示、

挨拶等々多岐にわたる。 なかでも対象が 1 名ではなく集団となると行事の進捗予定や力関係の

把握など触覚を複雑にはらねばならない場合が多い。 その上作業はすべて現場主義である。 こ

のよ う な前提条件となるので、 調査並行の場合は対象とまだこ ち らも懇意でない分いっそ う 配

慮が必要であるし、 懇 意でない対象とプ ロ スタ ッ フ の関係にはなおさらナーバスにならざるを

えないこともある。 対象にとってプ ロスタ ッ フ は「権威」なので、 それがメ リ ッ トとなること

もあるのだが、 ともするとスタ ッ フ の不用 意な一言で行事の在り様自体が崩 れてしまったり、
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ど う し て も 波長 が あ わ な い ケ ー ス が あ り 気 は抜 け な い 。 緊 急 な 現場主義での調整が と れ る 態勢

が必要 で あ る 。 調査並行の撮影で は撮影予 定 の 変更頻度が ど う し て も 高 く な る た め 、 館側 の 迅

速な指示 は 不 可欠 な の で あ る 。

各講 の個別の 記録概要、 複数年度 に わ た る 登 山 の収録や編集 に つ い て は機会 を あ ら た め て き

ち ん と 報告 し た い 。 が、 事例 を あ げて み る と 、 1989年 の 宮元講の登 山 の 際 は カ メ ラ マ ン の ポ イ

ン ト の見落 と し と 脚 の 故障か ら ス タ ッ フ の 下 山 行程 と 撮影区間の分掌 に大 き な 変更が生 じ た 。

こ の た め 下 山 時私 は 講の 行程 を 一時離れて カ メ ラ と と も に 別行動 を と ら な く て は な ら な い 区間

が生 じ 、 こ の 間 の 講側 の様子 は休暇で講 に参加 し 登 山 に 同 行 し て い た 他 の 学芸員 た ち の報告 の

限 り と な っ た 。 登 山 中 の カ メ ラ も 見 な が ら の 少人数での並行調査 は 非 常 に 困難な も の で あ る 。

し か し 、 規模の 大 き い 収録 は し ば し ば実施 で き る も の で は な い の で、 体制 の 不備か ら デー タ 整

備がで き な く な る 事態 は避 け る べ き で あ る 。 と く に 長年候補 と し て あ が っ て い た 「富士講」 の

記録収録の 内 容 は 、 詳細調査 を 欠 い て い た け れ ど も 核 と し て 「富士登 山 」 を 眼 中 に お い て あ げ

ら れて い た の は確か な た め残念な 点 で あ る 。 今後の収録実施 に は 、 こ の 点 に 留意 し て 撮影形式

を 選択す る 必要 が あ る 。 少 な く と も 行 き 当 た り ば っ た り で② を 選択す る 事態 は避 け 、 そ の形式

を 選ん だ有効性 を 最大 限 引 き 出 すべ き だ ろ う 。 ②形式で実施の 際の あ ま り 「仕込み」 の な い メ

リ ッ ト と し て 、 現場の イ ン タ ビ ュ ー な ど を 盛 り 込 ん だ箇所 も あ る が、 な か な か現場での気ぜわ

し さ が気 に な り う ま く 実行で き な か っ た 。

(2 )指定 文化財収録の意義

民俗文化は た え ず 変化 し て い く も の で あ り 、 こ の 意味で埋蔵文化財保護法の よ う な法規が成

立す る も の で は な い 。 指定文化財 と し て あ る 程度 固 定化 と ま で い か ず と も 制約 を 受 け た対象 を

記録収録す る 必要や意味が あ る の だ ろ う か。 と く に 当 館 は 東京都 の 文化財保護の領分が掌握 し

て い る 博物館で は な い 。 に も か か わ ら ず、 館の収録候補 と し て い く つ か の指定物件が あ げ ら れ

て き た。 丸嘉講社の収録予定項 目 検討の 際、 登 山 は大変 な の で都指定 の 火 の 花 ま つ り だ け で よ

い の で は な い か ー と い う 意見 も あ っ た 。 こ の 意見 に は 講の ま つ り に も 大小 あ り 、 そ れ を と ら え

る の に 一番大 き な祭礼 日 やせ い ぜ い 祭礼 の 準備や あ と か たづ け だ け を 眺 め て も 本 当 の 意味 は わ

か ら な い と い う 点 で も 反対 で あ る 。 が、 こ こ で は事務的 な領分か ら 述べ て み る 。

当 館 は 東京都が 出 資 の 博物館の た め あ る 程度都指定 に は気 を 配 る 必要 が あ る 。 た だ し 、 視点

は 異 な る か も 知 れ な い の だが、 都教育委員会で も 文化課が担 当 し て 無形民俗文化財指定 な ど の

指定物件 に 関 し て の フ ィ ル ム 撮影作業 を 継続的 に 続 け て い る 。 館が不定期 で お こ な っ て い る 収

録対象検討会議での文化課学芸員 と の調 整 な ど で、 過去 に お い て は教育委員会での撮影が遅れ

て い る 若 い 指定分野 （風俗慣習） や彼 ら の撮影か ら 時間 がた っ て い る 島 の 民俗芸能 に 関 し て と

り あ げて き た 。 が、 民俗芸能の と ら え か た等の議論の な か で指定範疇の再検討作業の 動 き の 話

も 聞 か れ、 島 し ょ 部 の 民俗芸能の撮影が都教委 で も 再開 さ れ る も の も あ る 。 単 に指定 の プ ラ ン
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ドとしての選択だけでは今後館の意思を問われるものとなると思う。 いずれにせよ、「指定資料

の指定の視点のままの撮影」は 一 当館のように収録時と編集時で学芸員の担当替 え が頻繁にお

こなわれ、 結果、 すでに用意されてい た画像と現実の場の比較調査もなしに後任がまとめてい

くケ ースすらある場合には、 やりやすく見 え 歓迎されるかもしれない が 一 一般的には意義が薄

くなってきた情勢にある。 純粋な指定事由にあるようなただカ メ ラをまわしていればい いもの

が撮れる環境に囲まれた時代は終わったと考 え るべきである。 館でもこの努力は以前から怠っ
25) 

てい るわけではない が、 安易に権威に飛びつくことなく当館だから制約にとらわれずにあっか

え る対象をとりあげるい っそうの努力が必要である。 富士講はその意味では、 宗教的で不適と

の判断が行政から下りがち の過去の経緯があり、 このため講や塚、 身禄の墓等指定や把握がゆ

るやかに進ん だものもあり、 映像記録化の率が低かった。 あつかう意義は大きかった。

(3)映像記録の資料論

映像や音声資料はある媒体に固定された二次資料でありデー タ資料である。 事象からある視

点をもって切りとってきたものである。 これを博物館の資料とい え るかどうかという点は、 資

料の性格だけではなく資料という語彙自体の定義や分析の 目 的を含めて議論しない とさま ざま

な論者の討議はかみ合わない と思われる。 たと え ば、 編集物は確かに視点や 目 的を持った「作

品」であるが、 思考を経た視点の媒体固定という点では 〔村上1992 p.32~33、 p.1 57 ~ 1 58 〕に

あるように文書資料も二次資料である。 また、 映像のなかでも静止 画と動画、 動画のなかでは

媒体固定の程度や方法によって資料認識が異なるケ ースもあり曖昧な性格を持っている。 個人

的には、 このような資料は「論文」とその「素材デー タ」として業務的裏方にス ト ッ クされる

のではなく、 媒体の増加や発達とともに博物館におい て「蓄積されてい く資料」 としてのあっ

かい は定着するのではない かと感じてい る。 なぜなら ば、 当該 デー タは文字記述と同じく視点

をもって切りとられたものであるが、 文字論文等と異なり視覚や聴覚に直接うった え る性質の

ものだからである。 視覚的とい う意味では有形資料と同様である。 また、 歴史系博物館では「映

像資料（イ メ ー ジ）」 の範疇と錦絵などの絵画資料を資料単体としては分化してとらえ てい るケ
ースが多 い と思われるが、 「概念や文化表象などのあるフ ァ クタ ーを通 した図像化の是否論」で

は絵画資料も当然同様な問題点をはらんでい るはずである。 にもかかわらずこの視座からの「資

料価値」の面であまり否定的に問題にされないのは、 動画や音声資料に比して、 現実再現性や

受け手の投射性等の広がりの質が異なってくる（鈍い ？ ） からであろう。 これらの仕掛け効果

と媒体固定とい う形の組み合わせの程度によって「是否論」が消滅してい いはずがない 。 この

ため、 少なくとも フ ァ クタ ー の有無と受け手の反応を無意識に同じ俎上に置 いて定義された「博

物館の他資料」と比べた優劣論や格づけは意味がない と考 え てい る。 一 この点につい ては美学美

術史の分野では日常茶飯議論されてい るのだろうが、 私のごく周辺では体制的に資料の収集と

展示の作業が分化されてい るためか、 単に資料単体の比較からは「映像の事実」 がマ イ ナス的
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にとらえられがち な一方、 実際の展示の場では絵画や写真のイ メ ー ジのなかの江戸 ・ 東京が積

極的に提示されていた。 その相互の主張の比較や各 イ メ ー ジの コ ン テ ンツを整理した資料論や

動きはなか っ たと記憶している。

しかし、 当館は既に標本 ・ 図書 ・ 映像音響資料という物に着 目 した分類を採用しているため

館の コ レ ク シ ョ ンとして蓄積されていくのは必然である。 その際、 どんな点に注意を払うべき

であろうか ？

いうまで も なく、 資料というのは付随する情報があるから資料なのであっ て、 いかに豪華な

着物で も よっ てきたる情報がなければその価値は半減する。 同じ器が欠けているより も 完形の

ほうが好ましいのは、 完形で美しいからではなく、 完形ということからその物の全体の模様や

形や各部位の材質、 その物の持つ機能などを他者に伝える情報量が多いからである。 くりかえ

すまで も ないが、 映像記録の場合 も 当然その原則 に立 ち かえるべきである。 とくに、 新規の収

録ということで当然動機を持っ て写されたと考えられる資料に関しては、 写されている対象に

ついてのデー タや撮影時の対象と撮影方法に関するデー タなどが残されていない も のは、 それ

らを も とにした当該映像の検証作業が不可能という意味でいかに予算をかけた撮影であっ たと

して も 博物館資料としては不適格である。 後日他者がその映像をあつかう場合に切りとられた

映像のどの部分が再現なのか、 どの部分が対象があがっ て間違えたのか、 この時悪天候のため

に非常にイ レ ギ ュ ラーな行事展開になっ ていたのか、 別の解釈を施すべき（施せる） 行為なの

か 一 判 断ができないからである。

このことから、 撮影時の並行調査はいずれの場合で も 不可欠である。 それは 一 館でよくいわ

れていた 一 単に、 撮影スタ ッ フ に館の意向についての訓練がなされていない ー からではなく、

地元の教育委員会への礼儀 ー からで も なく、 現場が楽しいからで も ない。 ましてや、 大規模な

博物館は現地と ワ ン ・ ク ッ シ ョ ンあるためその知名度でことが進みやすいメ リ ッ トがあり、 館

としての役割が当館は他館とは異なるという意見 も あるためか、「なに も 区市町村の博物館や文

化財係のようなやり方でやる必要はない」という ー 大規模館の立場や内部機能を拡大解釈した
26) 

意見などは論外である。「資料候補」の資料化のための手順や体制や必要デー タが館の規模によ

っ て極端に異なるはずがない。

埋蔵文化財では発掘してからの調査報告書の作成までが担当者の義務であり権利であるとい

う発想があるという。 掘り出した時点での状況を担当者が一番把握しているという判断からで

ある。 都市化などにと も ない、 従来「市井から発掘される」 一番の候補であ っ た有形の民俗資

料の定義が フ ァ ジ ー になっ ている点や、 物はあっ て も 情報が採集しにくくなっ ている趨勢から

見て、 収集時の担当者（情報把握者） の収集視点や情報採取方法は今まで以上に意味を持っ て

くると考えられる。 つまり、 埋蔵文化財以外の有形資料に関して も 今後、 埋蔵文化財同様のセ

オ リ ー が徹底されていくべき思う。 そして、 二次的資料という点で映像資料は物体としての「 も

の」資料とは異なる形のス ト レ ー トな「情報」をその「 も の」のなかに内蔵しているため少し
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ややこしいの だが、 切りとるという形で発掘してきているということから同様な対処が望まれ

るものである。 つ まり、 丸嘉講社の例のように編集時に安易に担当をかえるべきではない。 私

は同様な富士講に関して多少あっ かってきたし、 丸嘉講につ いての行事を継続して収録時やそ

れ以降補助的に実見する機会は持っていた。 それでも非常にあつ かいづらかった。 同姓者の 多

いムラ社会の映像のなかの個体の識別 ー という初歩の初歩にすら手間取った（実 際、 その時点

で与えられたデー タ と画像だけでは「識別できなかった」）。 効率面だけでも大きなロスであっ

27) 

検証デー タ の整備と一義的な意味合いが強い編集報告は権利とまでの 自 己主張をしなくとも

明らかに記録収録を担当した者の 資料的義務の範疇である。 義務放棄する程度の 情報しか初期

段階でとれていない場合は話は別だが、 その場合はそのような収録があること自体が問題だろ

う。 その上で、 カ メ ラがない環境での対象のあり方との 比較や、 デー タ を持った第三者の検証

が必要なのである。

(4)音声資料 につ い て

①声や会話

記録収録では音と画がともにあったほうが記録として望ましいことからすべて ビ デオ収録を

主体としておこなってきた。 ビ デオというとどうしても画像が中心であり、 記録の ア ド レスシ
ー ト も画を基準にとられている。

記録映像を見ていて残念だったの は対象各自 の ふとした言葉がうまく拾えていない点である。

宮元講の登山 の前の打合せでも中心的な先達の話は ワ イ ヤレスマ イ クを通 したり音声担当が配

慮してブー ム を振りやすいので タ イ ム リ ーに拾えるが、 複数名の意見討議などでは、 講に対す

る意識の参考となる発言がかなりあっても小声でしか入っておらず、 音の 調整を努めても作品

の音声としてうまく利用できなかったり、 聴きなおそうと努力しても何をいっているのか詳細

がわからないことがあった。 これは富士講以外の記録でも総じて同様である。 音声担当の増員

など技術面のみとらえた解決策はあるの だが、 現場の状況と技術が合致しない場合が多い。 そ

れがために観察調査が必要といえるの だが、 いつも残念に感じる点である。

②オッ タ エ の収録

ォッ タ エ唱和が講の集いの契機になっており、 各講オッ タ エ の文言は殆ど同じであるにもか

かわらず、 節がまったく異なることなどから3 講のオッ タ 工をすべて ビ デオ収録した。 ア ド レ
28) 

ス採りは画像主体となるのでこれにつ いてはオ リ ジナル の資料としての採譜資料を作成した。

途中でテ ー プチ ェ ン ジをせ ねばならずオッ タ エ の繰り返しの部分で替えてもらうようにした。

が、 完璧に実行できたとはいえず、 流れの中でどうしてもテ ー プ替えの 間ができてしまうのは

ビ デオの 欠点である。 複数台 の カ メ ラの投入はオッ タ エについてはできなかった。

現在館内に音声資料主体の公開設備がないためこれらの音資料の公開はペ ン デ ィ ングとなっ
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て い る 。 所蔵資料 を か ん がみ た 設備 と 方法の検討 は機器の リ ニ ュ ー ア ル を に ら ん で是非お こ な

う 必要 が あ る 。

(5 )編集の時間 に 関 し て

編集資料の使用 目 的 と 時間 の検討が順調 に 進 ま な か っ た た め 、 記録事業分の編集 は 「視点 を

持 っ て 収録 し た 際の対象の全容が う か が い 知 れ る 長 さ 」 と い う こ と で と く に 定 め て い な い 。 使

用 す る LD と 装着方式 の時間 限 界 か ら 60分 と い う 物理的制約があ る が、 対象 に よ り 10分 ～ 45分程

度 の範疇でバ ラ つ き が あ る 。

1991年 か ら 開始 し た編集作業 の 時 間策定時、 管見 の 限 り で は 、 簡 略 に 見せ る も の や流動的 な

観客 に見せ る 場合 を の ぞ い て の 教育普及 の た め の教材作品 と し て の 文化財映像 の 時 間 配分 と し

て 、 30分以 内 と 45分以 内 の 2 段階 が見 受 け ら れ た 。 作品 と 時間 か ら の 分析 は 製作プ ロ ダ ク シ ョ

ン 側 で も 経験則 の 蓄積があ る 。 博物館で使用 す る 映像 で は 、 5 分以 内 、 30分以 内 、 無制 限 の 3
29) 

ラ ン ク に 大別 で き 、 人 の 集 中 力 や視聴形態 か ら 算 出 し て い る よ う で あ る 。 「以 内 」 の な か での 時

間 算 出 は 収録 内 容 と 視聴 設備 ・ 形 態 に よ っ て い る よ う で あ る 。

30分以上60分以下 と い う の は 、 視聴 の経験か ら も 非常 に 中 途半端な時間 で あ る こ と は承知 し

て お り 編集 の 際担 当 者 間 で い つ も 議論 と な っ た 。 も ち ろ ん そ れで ち ょ う ど 良 い 対象 も あ っ た の

で、 こ こ で述べ て い る の は45分で は短か っ た 場合そ れ を 削 る と 「嘘」 の提示 に な る の で は な い

か と い う 立場 と 、 見 て も ら わ な け れ ば動機づ け に な ら な い と い う 立場 で あ る 。 切 り と ら れた ニ

次資料 と い う 虚偽性や博物館の 展示学の み と ら え れ ば何 を い ま さ ら と い う 問題か も 知 れ な い が、

現場 で非 常 に 緊張 し て お こ な わ れ て い る 儀礼 を 簡 略 に 編集 し 楽 し く 明 る い テ ン ポ の BGMが施

さ れ、 い か に も 「 ア レ ン ジ 」 で見せ て ま す ー と い う 作品 を 目 に す る こ と も あ り 、 こ の 点 は記録
30) 

事業面 で は 一考すべ き 問題点 と い う 意見 は 共通の も の だ っ た 。 実際、 丸嘉講の 1989年の仮編集

の 際、 試案 と し て 一般 的 な 30分の形式 で丸嘉講の 一連の動 き を ま と め て み た と こ ろ 、 TVで よ く

見 る 「旅紀行 も の 」 風 の 、 い か に も 「手軽 な ダ イ ジ ェ ス ト 」 と い う 作品 に な っ て し ま っ た 。 こ

れ な ら 他所で も や っ て い る （ な に も 博物館で見 な く て も 他 に も っ と 良 い 作 品 が あ る ） と い う 感

想 で、 製作 ス タ ッ フ 側 で も 作 っ て み て 非 常 に 戸 惑 う も の だ っ た た め編集 し な お し た と い う 話 を

前任者か ら 聞 い た 。 ど こ に違和感 が あ っ た か と い う と 、 田 舎講社の 丸嘉講の の ん ぴ り し た雰囲

気が30分の な か で は表れず、 1 年 と い う 比較的長 い 期 間 、 機会が あ る ご と 同席収録 し た 者 に と

っ て 、 違 う 顔 を 持つせかせか し た 講 が 出 現 し て し ま っ た と い う こ と だ そ う で あ る 。 当 館以外の

作 品 で45分前後で ま と め ら れ た 作 品 も 総 じ て 収録期 間 が 1 年 あ ま り に お よ ん で お り 、 収録 日 数

な ど 量的結果等 の 算 出 か ら 45分 に 落 ち つ い て い る よ う だ っ た 。 ま た 、 館 内 で は 45分で足 り な い

感 の あ る 対象 で編集視点 の 変更が望 ま し く な い も の に 関 し て 60分で は い け な い か と い う 議論が

常 に あ り 、 60分 ＝ 1 時間 で は 単位が一 つ 違 っ て く る と い う 印象か ら そ の 時点 で の決断 は お り な

か っ た 。 し か し こ の 点 は 、 作 品 の 公開 の み 担 当 す る 立場 だ っ た者が収録編集す る 立場 に か わ る
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と、 以前の主義主張を翻すことが多々あったことからも、 自らの制作 ・ 視聴 ・ 公開作業の実経

験（事実） の積み重ねから結論を導き 出す姿勢が肝要と感じる。 私は「視聴率」 と「時間」 の

枠組みよりも、「内 容」 と「視聴設備 ・ 形態」 を重視すべきと考える。

上記に関連 して富士講作品の感想を述べると、 教材要素は ク リ ア したが、 反面、 講の在り様

というと明らかに現場の雰囲 気の ごく一部の断片である。 宗教法人とは異なる索人の講運営の

ため、 もっと悠長な存在なのだが 一 くりかえ しのオッタエの拝みや見慣れない装束集団の姿の

印 象の強さが残る（ことに富士講の異形のいでたちやお焚き上げは、 神楽や職人などと違って

見慣れないという意味で強い印象がある） 。月拝みなどの最中は確かにいつも整然と真面 目 にお

こなっている。 熟練者のオッタエはきわめて流暢だ し、 日が浅い講員はそれこそ必死に帳面を

にらんでお稽古 している（この点では、 編集作品の伝えるイ メ ー ジは「非現実」であっても「反

現実」ではない） 。 そのような雰囲 気の シ ー ンが事例と して多いとどう しても現場で見るより真

面 目 な厳 しい信仰のイ メ ー ジが生じて し まう。 息が抜けないのである。

編集時のア ンケ ー ト でも館職員から「構成からは必要なのだと思うがお焚き上げ（オッタエ）

の場面が多す ぎる」、 つまり、 各行事の提示よりももう少 し 周 辺部分を入れて気が抜けないか 一

といった声があった。 換言すれば、 無理ならば一挙に割愛せよという意見である。 実 際、 幕府

の役人がさぞか し恐怖 ・ 弾圧するだろ うという雰囲気の厳 しいだけの集まりには私の見てきた

講の人達は参加 しようもない。 お焚き上げ前の悠長な会話や、 文句をいいながらも集っている

様子など、 もっと含めていけばそのことはよくわかるのだけれども今回の時間 ・ 撮影条件では

限界があり結局解決 しないままに提示 した。

記録索材の活用や内容理解の援助の形と して、 同視点の長 ・ 中 ・ 短プ ロ グ ラ ム の対処を実施

するのは決 して珍 しい方法ではない。 また、 館の索材収蔵の意図から「富士講の富士登山」「先

達の地鎮祭」 など個別にバ ラ した編集への若干の対応も想定 し 記録 していっている。 実 際、 こ

こ 5 、 6 年の間にやめた行事など再度の収録不可能な内容も生じている。 資料を死蔵せずその

ような編集も引き続きおこなっていければ富士講についてより豊かに紹介 していけると思う。

これは、 開館前は「 シ リ ー ズ的作品はバ ラエ テ ィ に欠けることから都民サ ー ビ ス に反する」 と

の意見があり実施できなかった。 また、 同対象から複数の作品を抽 出することに関 し て、 視点

を満た した画像のつながりで難点があるという分析的な意見ではな し に、「（館内 では） 予算規

模が小さな当 該業務で複数作品抽 出が可能ということ ＝ 個々の作業予算が少ない ＝ 作業量が少

ない」 という、 予算規模を中心と した意見に陥りがちで従事員数が減らされる危 険性があった

ため、 政治的に積極的な実施は見送った苦々 しいいきさつがある。 このような体制面の問題も

含めて、 資料の適正な資料化を確保するための仕事論理についての無理解や予算規模と作業量

の混同議論がある限り、 周 辺環境の厳 しい変化のなかで、 よい内容の記録は撮れない し、 サ ー

ビ ス 面を真にク リ アする編集もむずか しいと思われる。
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6 . お わ り に

現在、 富士講の各編集資料は館内で公開している。 交通史や宗教学などから講をとりあげて

いる学生などから飽きもせず 3作続けて見たというような話を聞く時もある。 現場ではもはや

見られないものもあるため参考になっている様子なのは何よりである。

しかし、 資料化の上で諸々残念な面はあったがここで断っておきたいのは、 本稿は事務 局と

しての体制の批判を目的としたものではない。 あくまで、 フ ィ ー ル ド にある文化表象をとらえ

資料化し、 博物館で活用していくにあたってどうあるべきか 自 らの作業を通じて考えた過程の

ー記述である。 なにも映像だけではなく、 当館で「生活民俗資料」 と称しあっかっている、 有

形の民俗資料に加えた文献史料以外の歴史資料等を総括した資料も同様である。 フ ィ ー ル ドか

ら切りとられる時点で生資料のあつかいとしてどのような配慮が積み重 ねられているか ー なか

には断片的 （物質的断片ではない）な収集にならざるをえないケ ー スは多いと思われる。 当館

の体制ではむずかしいのかも知れないが、 どの館でも業務の煩雑さがあって等しくむずかしい

状況は存在し、 資料の定義も曖昧な情勢がある。 が、 そのようななかでも、 コ アとなる情報を

持つ収集に努める姿勢は、 いかなる展示をおこなおうとも、 「地域」からの資料を集めるという

意味で不可欠なものではないだろうか。 (1 995年 2 月稿了）

［註］
l ) 富士講の本尊。 講 に よ っ て は ゴゼ ン サ マ （御前様） と 呼ん で い る 。 吊 し拝む た め軸形 で あ る 。
2 ) 享保17年の飢饉 と 幕府の米価政策の失敗か ら の米価高騰 な ど 政治腐敗 に 関 し て 身禄が入定前の著

「お添書の巻」 に お い て 厳 し く 批判 し て い る こ と は各研究者が指摘す る と こ ろ で あ る 。
3 ) 複数あ る 富士登 山 口 の う ち 現山 梨県富士吉 田 市の登 山 口 。 こ こ か ら の登 山 を 「北 口 登 山 」 と い い、

江戸の講 は 北 口 登 山 が中 心 で あ る 。
4 ) 岩科小一郎氏 に1989年、 話 を 聞 い た 際、 「 も ち ろ ん、 寝 た き り の者 は 初め か ら 連れて い け な い が、

多少体 に故障が あ る 者や、 年寄 り ・ 女 子供 を 無事に上 ま で連れて い く 点 に意味が あ っ て 一 」 と い
う 見解があ っ た。 ま さ に そ の類の配慮 で、 宮元講の登 山 は 2 分歩 い て は 2 分休み と い う ペ ー ス （筈
者調査 に よ る ） で 山項 を 目 指す。

5 ) 夏 山 シ ー ズ ン に は富士 山 を は じ め と し た登 山 に 関 す る 記事が 目 に つ く 。 「朝 日 新聞 j 声欄で は、1994
年 8 月 5 日 掲載の 「富士の山小屋 も っ と 清潔 に 」 の投書 を 皮切 り に、 賛成論 ・ 反対 （ぜい た く ）
論の投稿が あ っ た。 ぜい た く と い う 見解 を 示す 者 は 「 山小屋 は緊急避難所」 「高所の 自 然環境のな
か で下界 と 同 じ快適 さ を 求 め る のは 無理」 と い う 観点 か ら の意見 で あ っ て、 「信仰のお 山 」 と い う
視点 は な い 。 （ 「朝 日 新聞』 1994年 8 月 5 日 、 10 日 、 18 日 、 22 日 、 25 日 、 26 日 、 30 日 、 31 日 ）

6 ) シ ー ズ ン の休 日 前 は ま さ に 「富士 山銀座」 の様相 で あ り 、 さ ま ざ ま な登 山 集 団 に 出会 う 。 ツ ア ー

客、 子供会、 商工会議所の レ ク な ど、 「老若男女」 の富士詣でで あ る 。
7 ) （註 4 参照） ま た、 確か私が登 っ て 3 年 目 頃か ら 山小屋の ト イ レ に 夜 間 電灯がつ く よ う に な っ た

が、 そ れ ま で は真 っ 暗だ っ た 。 世話人 は慣れな い講員 が夜 中 ト イ レ に起 き た時の案 内のた め、 交
代 で イ ロ リ 端で寝ずの晩 を し て い た 。

8 )  〔岩科1983 p.274 ~ 288〕 に は、 「富士講は 単 な る 富士 山 に登 る 講で は な く 、 講祖身禄以来の伝統
あ る 庶 民済度 （ 中 略） が眼 目 で あ る か ら 、 講の代表者 た る ＇＇先達” は、 あ ら た か び と 的 な 立場 を
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確保で き る 験があ り 、 諸人の 人望 を 集 め る 人 で な い と 講員 は つ い て こ な い 。 （ 中 略） 先 達 は 講員 の
な か に没入 し て 、 な に か と め ん ど う を み 、 話 し相手 に な る 慕わ れ る 人が望 ま し い 」 と あ る 。 ま た 、
江戸川 区の割菱 八行講先達の談話で は、 経費 的 に持 ち 出 し を し な い と い け な い こ と も あ る の で、
か な り の土地持 ち で な い と 先 達 は で き な か っ た と い う 。

9 ) 候補 と し て あ げ る に あ た っ て の 参考来訪 は 実施 し て お り 、 お焚 き 上 げ行事や吉 田 火祭 り を 楽 し み
的 に職員が撮 っ たベ ー タ ビ デオ な ど が フ ィ ー ル ド か ら の 直接の 参考資料 と し て 存在 し た 。

10) 予算的 に 数の 多 い 複数 は無理だ っ た 。 ま た 、 館 の 記録の優先度が 「記録の緊急性」 と い う こ と で、
（表現 は 的確で な い が） 伝承 内 容 の 変化の 速 さ や消滅度 を 基準 に し て い た。 こ の た め、 な る べ く
「講 と し て の動 き 」 を と ど め て い る も の が望 ま し か っ た 。

11 ) 富士講の経典。 身禄の道徳的教 え がわ か り や す く 書かれて い る 。
12) 天保年間 （1830 ~ 1844) に行徳の割菱 八行講か ら 分岐 し た と い わ れ る 。 1842年の 富士講曼陀羅 に

は 、 江戸 市 中 か ら 離れて い る せ い か見 当 た ら な い 。
13) 割 菱 八行講 を 下鎌田割菱 八行講、 今井割菱 八行講 を 上今井割菱 八行講 と も い う 。
14) ス タ ッ フ 名 の う ち ( ) の な い も の が メ イ ン ・ ス タ ッ フ 。 （ ） 内 は登 山 時の複数員数、 ご く

ご く イ レ ギ ュ ラ ー な収録 日 の 担 当 で あ る 。
15) 本稿執筆中 に は、 ま だ刊行 さ れて い な い が、 様式や手順の詳細 は 『 日 本民俗学』 201号 を 参照 の こ

と 。
16) こ の こ と に 関 し て は、 1989年度 に記録収録事業が映像公開の情報 シ ス テ ム 部 門 か ら 分岐 し て か ら

ほ と ん ど 討議で き な か っ た 。 教育普及の 目 的 と 意義、 そ こ か ら 算 出 さ れ る 一収録対象か ら の作品
本数 と そ れぞれの時間 な ど に つ い て の 中 身 の あ る 議論調整 は、 そ の後結成 さ れた映像 ラ イ プ ラ リ
ー の プ ロ ジ ェ ク ト チ ー ム で も 未着手 の ま ま 解散 し た た め結論が欠 け て い た。 こ の た め 、 都教育委
員会の教育普及映画や文化庁補助金事業 に よ る 記録映画の 時間数 を 参考 に30 ~ 45分位 ま で可 ー と
い う 形で設定 し た。

17) 講 の運営が男性の世話人 中 心 に お こ な わ れて い た た め、 収録時 ど う し て も 男性の世話人側 に つ い
て 調整、 観察す る 形 と な っ て い た。 人数 と し て は互角 な女性の世話人 に 身近 に つ い て 登 山 で き た
の は有意義だ っ た。

18) （註 4 参照）
19) 収録終 了 後か ら 編集予算の つ い た 1992年前 ま での 動 き は不明点があ り 拾 っ て い な い 。 表化 し た範

疇 に は業務外の も の も 極力 含め た。
20) 先細 り の 自 覚があ る た め 、 大概の場合、 む し ろ 「 自 分た ち の 姿 を 撮 っ て お い て 欲 し い 」 「知 っ て い

る こ と は伝達 し た い 」 と い う 発言が聞かれ き わ め て 協力 的 だ っ た。 ま た 、 丸嘉講 の 場合 は都無形
民俗文化財指定の行事保持団体の た め 当 館が撮 り に来 る こ と 自 体 「 あ り う る こ と 」 で不 自 然で な
い と い う 意識が あ っ た 。

21) せ っ か く カ メ ラ が来 て い る の で、 講 の 参加人数や お札の数 な ど 豪勢 に お こ な い た い と い う も のや、
行 事 を 正調 ・ 文化財 と し て 復古調で お こ な わ ね ば と い う 意識 を 垣間見 る 時が あ る 。 そ れ ら は お 断
り し た。 一方、 私の側 で は 、 と く に都指定 に 関 し て 収録す る 際、 明 ら か に補助金 を も ら っ て い る
た め協力 は止 む を え な い 、 誠心誠意協 力 し た い と い う 好意 に接す る こ と が あ る 。 補助金 を 出 し て
い る の は東京都教育庁で あ る 。 同 じ 東京都 と い っ て し ま え ばそ れ ま でだが、 き ち ん と 収集 し 資料
化す る こ と に よ り 保護政策 に対す る 貢献や提言 を し よ う と い う 姿勢 を 当館が と っ て い る と 思 え ず、
個 人的誠意で は な く 体制 と し て 撮 る こ と に よ り 何 ら か彼 ら に還元で き る 体制 に あ る か と い う 職務
上の疑問が常 に脳裏 を かす め た 。 つ ま り 、 ポ ジ テ イ プな動機 は な い 館の あ り か た と 自 分の立場の
不快 さ を 強 く 意識 し た。 こ の状況での収録 は 文化財の疲弊 に通 じ る も の で あ り 、 収録事業 はや め
た ほ う が よ い の で は な い か と 感 じ る こ と も し ば し ば あ っ た。 そ の た め 、 申 し 訳な い と い う 感情が
生 じ た わ け で あ る 。

こ れは、 同様 に二次資料で あ る 複製資料 と し て 展示予定が曖昧な指定物件 を あ っ か う 際、 指定
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物 を あ つ か う 無難 さ を 「江戸博で文化財を立体記録保存す る 」 とい う キ ャ ッ チ フ レ ー ズ に 安易 に

置 き 換 え て 実施 し て い た時期 が あ っ たと記憶 し て い る 。 そ れ こ そ 文化財保護の領分の仕事なので、

視点の未構築のす り か え と い う 意味でお こ がま し い 発言と感 じた不快感 に 通 じ る もので あ る 。

22) 毎 月 の拝み は 、 まだオ ッ タ 工 を覚 え て い な い 新 し い 世話人 にと っ て 、 その文言や節を覚 え る ま さ

に お稽古の機会 で あ る 。 オ ッ タ エ に は 、 孝や 日 常の勤勉 な ど 現在の実生活 に も普逼性を持つ文言

が あ り 、 人の道徳じ な ど に う っ た え る 布教の様子が う か が え る 。 身禄の き わめて現実的 な教理で

あ る 。 あ わ せ て その他到底理解不可能 な 文 言 も ひたす ら 唱和 す る 。 覚 え 唱和 す る 行為が得心 に通

じ る と思 わ れ る 。 が、 もと よ り 当 初 そ ん な気持 ち は少 な い かも知れな い が、 新参者 は テ ー プ レ コ

ー ダー 持参で真剣 で、 大体 2 、 3 年 で皆と一緒 に帳面を見 れば唱 え ら れ る よ う に な る 。

23) 国 立公文書館 内 閣 文庫所蔵の 「 憲法類集』 嘉永 2 年 9 月 8 日 の禁令で は 、 俗人の身での 「行衣 ヲ

着 し鈴 ヲ 持異形 二 而登 山 」 「如何敷唱事」 「加持祈蒻紛敷儀致護符様之物差 出儀」 な ど 、 現在と同

様の行為 に つ い ての禁止事項が あ る 。

24) 講が解散 し て しまっ て も 閉 山の吉 田 火祭 り だ け は 訪 れ る 富士講経験者、 講は 多 い 。 き つ い登 山 よ

り 遊 山 が選択 さ れて い く 形 で あ る 。

25) （ 自 分で カ メ ラ をまわ し て しまえ ば そ れまでだが） 指定文化財以外 に は動 き がとれな い 部署も あ

る 。 こ の点 に つ い て は 〔友野1994 p.15〕 にも記 した。
一 方、 館で は調査デー タ や解釈基準が整 っ て い るので都指定の方が撮 るの に 手 間 が な い とい う

意 見 が あ っ た。 し か し 、 各区市町村か ら 推挙 さ れて都指定 へ い た る 調査基準 は 必 ず し も収録の細

項 目 の判 断 に足 り る ものばか り で は な い 。 指定時点 での解釈と撮影時の ギ ャ ッ プ は大かれ少 な か

れ存在す る 。 と く に私の側 か ら は文化財保護行政の動向が見 え に く い ため、 極端な 場合、 内 容云 々

で は な く あ っ か う こ と 自 体 に大変 な 度胸や恐I布感 がつ き まと う こ とが あ っ た。

26) 博物館の教育普及 （機能） を司 る のが学芸員とい う 意見の一解釈か ら 、 「専門研究者や業者 に調査

（収集） 、 あ る い は研究を任せ、 その成果を吸い上げて 研究や普及活動を学芸員 は お こ な う ので、

瑣末 な フ ィ ー ル ド に 出 る 必要性 は低 い 」 とい う 発想も あ っ た。

資料化の フ ィ ー ル ド サ イ エ ン ス が欠落 した博物館機能論 は 、 「瑣末 さ 」の 内 容を測れな い 。 ただ

し 、 実作業の上 で は む し ろ その点 が肝要 で あ る 。 館や資料のお か れ る 状況 は刻 々 と変化 し て い る

ため、 マ ニ ュ ア ルの根本 に何を置 く か は 重大 な 問題であ ろ う 。

27) 視点の継続とい う 意味での編集 は 複数作 あ る 場合があ る 。 当館の場合収録量が多 か っ たので複数

可能 な は ず で あ る 。 他者の 目 で見た編集価値を否定す る わ け で は な い が、 そ れ は他者の検証のた

めの材料提示までの作業がな い と こ ろ で お こ な う べ き で は な い 。 デー タ 操作作業と し て い か に も

不 明朗 で あ り 、 その よ う な編集資料が映像の持つ 「事実」 と し て 博物館とい う 施設で公開 さ れ権

威 を持つ と い う こ と は 、 望ま し い こ とで は な い と感 じ る 。

28) 採譜 は す べ て 丸藤講は ビ デオ か ら お こ な っ た。 丸嘉講は ビ デオ と別収録の冬至のオ ッ タ エのカ セ

ッ ト テ ー プ、 八行講は ビ デオ 収録 日 に 同 時 に録 っ たカ セ ッ ト テ ー プか ら 採譜 した。 採譜資料 に つ

い て は 『東京都江戸 東京博物館研究報告』 第 2 号 に掲載予定。

29) 諸岡青人 「民俗技術と映像記録 に つ い てのメ モ 」 (1991年 6 月 10 日 日 本民具学会研究会要 旨）

30) 映像作品の傾向と し て は は さ ま ざま存在 すべ き で あ る 。 異 な る 発想 か らの叙情的環境映像作品 を

目 標とすべ き 「作品」 を別部 門 で担 当 した時 に は極力 その方向 で考 え た。 が、 総 じ て 映像の編集

作業で は 一般啓蒙や視聴率 と い う 名 目 での時間や作品傾向の画ー化と含まれ る 内 容 （画像やナ レ
ー シ ョ ン） の画ー化が比例 し て 表れて しま う 場合が確か に あ る （ そ の ほ う が 「短 く まとめ る の に 」

たや す い） 。 動機づ けの成功の選択とい う よ り 「送 る メ ッ セ ー ジ 、 視聴す る 作品 は こ う あ る べ き 」 一

と い う 固 定観念 （ ＝ 疑似環境の定型化） へと情報操作がお こ な わ れ る こ と の ほ う が よ り 深刻 な 問

題 で あ る 。 親 し みやす さ ・ 視覚的心地 よ さ 、 あ る い は 生涯学習 ・ 社会教育とい う 名 目 下で、 パ タ

ー ン 化 さ れた作品 し か見 る 機会がな く な り か ね な い博物館教育や視聴覚教育の あ り かたは望ま し

く な い 。
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